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1５ 

は
じ
め
に

少
子
化
に
よ
る
若
年
人
口
の
減
少
と
、
そ
の
大
学
へ
の
影
響
が
議
論
さ
れ
始
め
て

か
ら
す
で
に
久
し
い
。
し
か
し
、
い
ま
は
少
子
化
に
具
体
的
に
ど
う
対
処
す
る
か
が

問
わ
れ
る
段
階
に
入
っ
て
い
る
。
大
学
、
と
く
に
私
立
大
学
は
い
ま
「
冬
の
時
代
」

か
ら
「
氷
河
期
」
へ
と
進
み
つ
つ
あ
り
、
大
学
の
経
営
破
綻
が
現
実
問
題
に
な
っ
て

き
て
い
る
。
新
入
生
全
員
に
入
学
金
を
全
額
免
除
に
す
る
大
学
も
現
れ
２
、
ま
た
授

業
料
の
値
下
げ
競
争
も
す
で
に
始
ま
っ
て
い
る
３
．
中
に
は
「
二
○
○
四
年
に
は
大

学
倒
産
連
鎖
劇
が
始
ま
る
」
と
警
鐘
を
鳴
ら
す
論
者
も
い
る
４
。
二
○
○
四
年
に
受

験
人
口
の
急
減
が
予
想
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
そ
の
理
由
で
あ
る
。
こ
う
し
た
事
態
を

受
け
て
日
本
公
認
会
計
士
協
会
は
、
昨
年
九
月
に
小
委
員
会
を
設
け
、
学
校
法
人

の
倒
産
や
合
併
に
伴
う
会
計
処
理
や
法
手
続
の
研
究
を
始
め
た
と
さ
れ
る
５
。
「
金
融

の
つ
ぎ
は
大
学
」
と
い
わ
れ
る
所
以
で
あ
る
。
そ
し
て
実
際
こ
う
し
た
見
方
塗
装
付

け
る
か
の
よ
う
に
、
文
部
省
は
経
営
破
綻
し
た
大
学
の
学
生
を
ど
う
す
る
か
、
彼
ら

の
受
け
皿
を
め
ぐ
っ
て
具
体
的
な
対
応
策
を
検
討
し
始
め
た
と
も
言
わ
れ
る
６
．

大
学
経
営
破
綻
劇
の
予
測
が
的
中
す
る
か
ど
う
か
は
一
応
置
く
と
し
て
も
、
い
ま

の
ま
ま
行
け
ば
、
近
い
将
来
、
私
立
大
学
の
中
に
は
経
営
難
に
陥
る
と
こ
ろ
も
出
て

く
る
。
恐
ら
く
そ
の
こ
と
に
異
論
を
唱
え
る
大
学
関
係
者
は
い
な
い
で
あ
ろ
う
。
大

学
の
経
営
難
、
よ
ｈ
直
裁
的
に
言
う
と
経
営
破
綻
は
、
直
ち
に
教
職
員
の
雇
用
問
題

を
惹
起
す
る
。
こ
れ
ま
で
大
学
の
改
革
、
あ
る
い
は
そ
の
一
環
と
し
て
の
経
営
問
題

を
論
じ
、
大
学
関
係
者
に
警
告
を
発
す
る
声
が
あ
っ
て
も
、
大
学
教
職
員
、
と
く
に

教
員
の
雇
用
問
題
そ
の
も
の
に
目
を
向
け
る
者
は
多
く
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
も
し

言
わ
れ
る
よ
う
に
大
学
の
経
営
が
危
機
的
状
況
に
あ
る
と
す
れ
ば
、
大
学
教
職
員
の

雇
用
問
題
も
同
じ
状
況
に
あ
る
は
ず
で
あ
る
。
そ
の
兆
候
は
す
で
に
現
れ
て
お
り
、
従

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
大
学

「
雇
用
環
境
の
変
化
と
大
学
教
員
」
を
考
え
る
前
提
作
業
と
し
て
Ｉ

来
は
広
く
慣
例
化
さ
れ
て
い
た
、
国
立
大
学
教
員
の
定
年
退
官
後
の
私
立
大
学
へ
の

再
就
職
が
難
し
く
な
っ
て
い
る
こ
と
も
そ
の
一
つ
で
あ
る
７
．
ま
た
、
大
学
教
員
の
雇

用
リ
ス
ト
ラ
が
、
非
常
勤
講
師
の
リ
ス
ト
ラ
と
し
て
す
で
に
現
れ
て
き
て
い
る
８
．

周
知
の
よ
う
に
、
近
年
、
と
く
に
一
九
九
○
年
代
に
入
っ
て
か
ら
は
、
洋
の
東
西

を
問
わ
ず
世
界
中
で
規
制
緩
和
が
進
行
し
、
そ
れ
は
も
は
や
押
し
と
ど
め
得
な
い
流

れ
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
よ
う
な
中
で
働
く
人
々
の
雇
用
環
境
も
大
き
く
変
わ
っ
て

き
た
。
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
は
大
学
が
こ
の
よ
う
な
規
制
緩
和
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
さ

れ
、
い
ま
で
は
規
制
緩
和
の
象
徴
と
な
っ
た
か
の
感
も
あ
る
が
、
そ
う
し
た
中
で
大

学
教
員
の
戯
首
も
現
実
化
し
て
き
て
い
る
。
本
稿
は
、
そ
の
よ
う
に
大
学
を
取
り
巻

く
環
境
が
急
変
し
つ
つ
あ
る
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
を
取
り
上
げ
、
大
学
教
員
の
雇
用
環

境
が
ど
う
変
っ
て
き
て
い
る
の
か
を
概
観
し
、
日
本
の
大
学
教
員
の
雇
用
・
労
働
問

題
を
考
え
る
際
の
一
材
料
を
提
供
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
筆
者
は
い
ま
こ
の

よ
う
な
観
点
か
ら
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
大
学
に
つ
い
て
数
編
の
小
論
を
準
備
中
で

あ
る
が
、
本
稿
は
そ
の
最
初
の
も
の
で
、
大
学
教
員
の
雇
用
環
境
を
検
討
す
る
と
い

う
視
点
か
ら
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
大
学
を
一
般
的
に
概
観
し
た
も
の
で
あ
る
。

１
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
教
育
制
度

ま
ず
初
め
に
、
本
稿
の
議
論
の
前
提
と
し
て
、
ご
く
簡
単
に
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の

学
校
教
育
制
度
に
つ
い
て
見
て
お
こ
う
。
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
学
校
は
小
学
校
が
六

～
七
年
制
、
中
等
学
校
は
五
－
六
年
制
と
な
っ
て
い
る
。
日
本
的
と
言
う
と
、
中
等

教
育
は
基
本
的
に
中
高
一
貫
教
育
で
あ
る
。
ま
た
、
通
常
、
小
学
校
入
学
前
の
一
年

間
は
、
小
学
校
に
併
設
さ
れ
る
幼
稚
園
で
小
学
校
の
準
備
教
育
を
受
け
る
。
こ
の
う

ち
義
務
教
育
は
六
歳
か
ら
一
五
歳
ま
で
、
す
な
わ
ち
日
本
で
い
う
と
幼
稚
園
の
年
長

長
峰
登
記
夫
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1６ 

組
か
ら
中
学
三
年
ま
で
で
あ
る
。
初
等
・
中
等
教
育
の
年
限
が
統
一
さ
れ
て
い
な
い

の
は
、
学
校
教
育
が
州
政
府
の
管
轄
に
属
し
、
州
に
よ
っ
て
修
業
年
限
も
義
務
教
育

の
年
限
も
異
な
っ
て
い
る
こ
と
に
よ
る
。

こ
れ
に
対
し
て
、
中
等
教
育
以
降
の
教
育
制
度
は
、
基
本
的
に
三
年
な
い
し
は
囚

年
制
の
総
合
大
学
と
、
通
常
Ｔ
Ａ
Ｆ
Ｅ
（
●
。
一
一
樹
の
Ｃ
｛
曰
の
呂
昌
〔
巴
皆
己
。
自
警
の
『

図
月
呂
：
）
と
呼
ば
れ
る
高
等
技
術
学
校
、
そ
れ
に
多
く
の
専
門
学
校
等
で
構
成

さ
れ
て
い
る
。
後
述
の
よ
う
に
大
学
は
基
本
的
に
州
立
で
、
同
様
に
Ｔ
Ａ
Ｆ
Ｅ
も
州

立
で
あ
る
が
、
専
門
学
校
は
そ
の
殆
ど
が
私
立
で
あ
る
。
大
学
に
つ
い
て
は
後
述
す

る
と
し
て
、
Ｔ
Ａ
Ｆ
Ｅ
は
全
国
に
一
○
二
校
、
六
九
二
キ
ャ
ン
パ
ス
を
擁
し
、
さ
ら

に
、
職
業
教
育
訓
練
制
度
（
弓
。
目
・
口
巳
囲
ロ
・
畳
ｇ
ｇ
ｇ
早
目
旨
巴
の
下
で
公

認
の
職
業
資
格
授
与
が
認
め
ら
れ
て
い
る
Ｔ
Ａ
Ｆ
Ｅ
以
外
の
教
育
機
関
が
全
国
で

二
、
二
一
七
校
あ
る
。
こ
れ
ら
Ｔ
Ａ
Ｆ
Ｅ
等
の
職
業
資
格
コ
ー
ス
で
学
ん
で
い
る
学

生
の
数
は
、
毎
年
一
二
○
万
人
に
上
る
９
。

一
九
八
○
年
代
後
半
以
降
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
大
学
教
育
は
大
衆
化
し
て
い
っ

た
が
、
同
時
に
こ
の
時
期
は
規
制
緩
和
が
大
き
く
進
行
し
た
時
代
で
も
あ
っ
た
。
そ

の
中
で
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
教
育
機
関
は
教
育
を
輸
出
産
業
と
捉
え
、
海
外
で
積

極
的
に
営
業
活
動
を
展
開
し
て
い
っ
た
。
そ
の
結
果
、
一
九
八
○
年
代
後
半
か
ら
留

学
生
は
急
増
し
は
じ
め
、
一
九
九
八
年
度
に
は
一
四
七
、
一
三
○
人
に
達
し
て
い
る
。

こ
れ
を
機
関
別
に
み
る
と
、
最
も
多
か
っ
た
の
が
大
学
等
の
高
等
教
育
機
関
で
全
体

の
五
○
％
、
つ
ぎ
が
職
業
教
育
機
関
の
二
五
％
で
、
そ
れ
に
語
学
学
校
等
の
一
五
％
、

小
中
高
の
九
％
と
つ
づ
く
。
こ
れ
ら
留
学
生
の
圧
倒
的
多
数
（
八
三
％
）
は
イ
ン
ド

ネ
シ
ア
、
マ
レ
ー
シ
ア
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、
香
港
等
の
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
を
中
心
と

し
た
ア
ジ
ア
地
域
か
ら
の
留
学
生
で
、
そ
の
他
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
が
五
％
、
ア
メ
リ
カ

０
 

が
三
％
等
と
な
っ
て
い
る
１
．

と
こ
ろ
で
、
従
来
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
は
先
進
国
の
中
で
も
決
し
て
進
学
率
が
高

い
方
で
は
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
大
学
が
大
衆
化
し
て
い
っ
た
こ
こ
一
○
数
年
で
進

学
率
も
大
き
く
上
昇
し
た
。
た
と
え
ば
高
校
進
学
に
つ
い
て
は
一
二
年
（
日
本
の
高

校
三
年
）
の
在
籍
率
を
見
て
み
る
と
、
一
九
八
○
年
に
は
該
当
年
齢
人
口
の
三
五
％

前
後
に
す
ぎ
な
か
っ
た
も
の
が
、
一
九
九
一
年
に
は
七
七
％
へ
と
大
き
く
上
昇
し
た
１
。

ま
た
、
大
学
進
学
に
つ
い
て
も
同
じ
状
況
が
見
て
と
れ
る
。
た
と
え
ば
一
九
八
二
年

２
大
学
発
展
の
歴
史

つ
ぎ
に
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
お
け
る
、
大
学
を
中
心
と
し
た
高
等
教
育
機
関
の

発
展
史
を
概
観
し
て
み
よ
う
。
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
植
民
が
開
始
さ
れ
た
の
は
、
七

五
○
余
名
の
囚
人
を
乗
せ
た
船
が
シ
ド
ニ
ー
湾
に
上
陸
し
た
一
七
八
八
年
の
こ
と
で

あ
っ
た
。
そ
れ
か
ら
六
二
年
後
の
一
八
五
○
年
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
最
初
の
大
学

が
設
立
さ
れ
た
。
い
ま
の
シ
ド
ニ
ー
大
学
で
あ
る
。
当
時
、
イ
ギ
リ
ス
や
ア
メ
リ
カ
で

は
宗
教
的
な
争
い
が
大
学
に
ま
で
波
及
し
、
宗
教
対
立
は
時
に
大
学
に
大
き
な
混
乱

を
も
た
ら
す
原
因
と
な
っ
て
い
た
。
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
も
、
シ
ド
ニ
ー
大
学
設
立
以

前
の
中
高
等
教
育
原
初
期
に
、
や
は
り
宗
教
対
立
が
原
因
で
高
等
学
校
が
閉
鎖
に
追

３
 

い
込
ま
れ
る
と
い
う
事
態
が
生
じ
て
い
た
１
．

そ
の
よ
う
な
当
時
の
英
米
や
国
内
の
事
情
か
ら
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
は
政
策
的

に
宗
教
の
影
響
を
排
す
る
形
で
大
学
が
つ
く
ら
れ
た
。
恐
ら
く
こ
の
よ
う
な
歴
史
的

経
緯
か
ら
、
一
九
七
六
年
時
点
に
お
い
て
も
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
は
「
神
学
を
主

要
な
科
目
と
し
て
設
定
し
て
い
る
大
学
は
な
く
、
ま
た
、
神
学
を
専
門
と
す
る
教
授

４
 

は
い
な
い
」
ｌ
と
さ
れ
る
ほ
ど
、
宗
教
か
ら
距
離
を
置
い
た
大
学
政
策
が
と
ら
れ
て
き

５
 

た
‐
・
同
じ
ア
ン
グ
ロ
サ
ク
ソ
ン
国
家
の
大
学
で
あ
り
な
が
ら
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の

大
学
は
、
こ
の
点
で
イ
ギ
リ
ス
や
ア
メ
リ
カ
の
大
学
と
大
き
く
異
な
る
。

と
こ
ろ
で
、
シ
ド
ニ
ー
大
学
が
設
立
さ
れ
た
後
、
メ
ル
ボ
ル
ン
大
学
二
八
五
五

年
設
立
１
以
下
同
じ
〉
、
ア
デ
レ
ー
ド
大
学
二
八
七
四
年
）
、
タ
ス
マ
ニ
ァ
大
学

二
八
九
○
年
）
と
大
学
は
設
立
さ
れ
て
い
っ
た
。
そ
の
こ
ろ
現
在
は
州
と
な
っ
て
い

る
各
植
民
地
は
独
立
し
て
い
た
た
め
、
大
学
も
そ
れ
ぞ
れ
の
植
民
地
政
府
の
管
轄
下

に
置
か
れ
て
い
た
。
一
九
○
一
年
、
こ
れ
ら
の
植
民
地
が
統
合
し
て
オ
ー
ス
ト
ラ
リ

ア
連
邦
が
成
立
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
れ
ま
で
独
立
し
て
い
た
植
民
地
は
州
と
な

っ
た
。
そ
の
後
も
一
九
一
○
年
に
は
ク
ィ
ー
ン
ズ
ラ
ン
ド
大
学
が
、
そ
し
て
一
九
一

一
年
に
は
西
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
大
学
が
設
立
さ
れ
た
。
西
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
大
学
が

設
立
さ
れ
た
一
九
二
年
に
は
現
在
の
す
べ
て
の
州
都
に
大
学
が
設
立
さ
れ
、
こ
れ

に
六
五
万
人
だ
っ
た
学
位
保
有
者
の
数
は
九
五
年
に
は
一
三
○
万
人
へ
と
倍
増
し
、

労
働
力
人
口
に
占
め
る
割
合
も
、
一
九
八
二
年
の
九
％
か
ら
九
五
年
に
は
一
四
％
へ

２
 

と
大
き
く
上
昇
し
て
い
る
１
。
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1７ 

に
よ
っ
て
高
等
教
育
の
基
盤
が
全
国
的
に
整
備
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
れ
ら
の

大
学
は
現
在
も
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
を
代
表
す
る
大
学
と
な
っ
て
い
る
。

さ
ら
に
、
第
二
次
世
界
大
戦
後
に
な
っ
て
か
ら
多
く
の
大
学
が
設
立
さ
れ
る
が
、

そ
の
代
表
的
な
大
学
は
終
戦
直
後
に
つ
く
ら
れ
た
。
教
育
よ
り
も
研
究
に
重
点
を
置

い
て
首
都
キ
ャ
ン
ベ
ラ
に
設
立
さ
れ
、
今
な
お
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
唯
一
の
国
立
大

学
と
な
っ
て
い
る
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
国
立
大
学
（
’
九
四
六
年
）
や
、
高
等
工
業
学

校
（
百
畳
白
冨
◎
閂
円
冒
・
一
・
四
）
を
母
胎
と
す
る
シ
ド
ニ
ー
の
ニ
ュ
ー
サ
ウ
ス
ウ
ェ

ー
ル
ズ
大
学
（
四
九
年
）
で
あ
る
。
一
九
五
○
年
代
に
入
っ
て
戦
後
の
経
済
復
興
が

進
む
と
、
国
民
の
間
に
高
等
教
育
へ
の
需
要
が
増
し
て
く
る
。
そ
こ
で
当
時
の
メ
ン

ジ
ー
ズ
首
相
が
イ
ギ
リ
ス
人
の
マ
レ
ー
卿
（
の
埒
【
囚
昏
冨
（
日
昌
）
を
委
員
長
に
諮
問

委
員
会
を
作
っ
た
。
「
マ
レ
ー
委
員
会
」
と
呼
ば
れ
た
こ
の
委
員
会
は
、
一
九
五
七

年
に
報
告
書
を
出
し
、
そ
の
中
で
連
邦
政
府
に
よ
る
大
幅
な
財
政
負
担
の
拡
大
と
、

そ
れ
に
基
づ
い
た
大
学
教
育
の
拡
充
を
政
府
に
答
申
し
た
。

マ
レ
ー
報
告
は
基
本
的
に
政
府
に
受
け
入
れ
ら
れ
、
こ
れ
を
境
に
連
邦
政
府
の
大

学
財
政
負
担
が
本
格
化
し
、
同
時
に
そ
れ
に
基
づ
い
て
大
学
も
設
立
さ
れ
て
い
っ
た
。

モ
ナ
ッ
シ
ュ
大
学
二
九
五
八
年
）
や
ラ
・
ト
ロ
ー
ブ
大
学
、
マ
ッ
コ
ー
リ
ー
大
学

（
い
ず
れ
も
六
四
年
）
、
ニ
ュ
ー
キ
ャ
ッ
ス
ル
大
学
（
六
五
年
）
、
フ
リ
ン
ダ
ー
ス
大
学

（
六
六
年
）
等
は
こ
の
時
期
に
つ
く
ら
れ
た
大
学
で
あ
る
。
こ
の
過
程
で
経
済
が
い
っ

そ
う
の
好
況
を
呈
す
る
の
に
伴
っ
て
、
産
業
現
場
で
は
技
術
者
の
不
足
が
深
刻
化
し

て
い
く
。
そ
し
て
、
そ
れ
が
大
学
に
対
す
る
技
術
教
育
、
あ
る
い
は
技
術
者
養
成
へ

の
要
望
と
な
っ
て
い
っ
た
。
こ
の
問
題
を
検
討
す
る
た
め
に
再
び
諮
問
委
員
会
が
組

織
さ
れ
た
。
そ
れ
が
「
マ
ー
テ
ィ
ン
委
員
会
」
で
あ
る
。

一
九
六
五
年
、
マ
ー
テ
ィ
ン
委
員
会
は
報
告
書
を
出
し
て
、
そ
の
後
の
オ
ー
ス
ト

ラ
リ
ア
の
大
学
の
あ
る
べ
き
姿
、
未
来
像
を
描
い
た
。
こ
こ
で
同
委
員
会
は
、
大
学

は
必
要
以
上
に
応
用
科
学
や
技
術
教
育
、
職
業
教
育
に
踏
み
込
む
べ
き
で
は
な
く
、

ま
た
、
産
業
界
は
大
学
に
こ
の
よ
う
な
こ
と
を
望
む
べ
き
で
も
な
い
。
む
し
る
大
学
は

伝
統
的
な
理
論
・
理
念
教
育
に
自
ら
の
使
命
を
限
定
す
べ
き
だ
と
勧
告
し
た
。
そ
し

て
増
す
一
方
の
応
用
科
学
、
技
術
教
育
へ
の
需
要
に
は
、
大
学
と
は
別
の
機
関
が
当

た
る
べ
き
だ
と
し
て
、
大
学
と
そ
の
他
の
機
関
に
よ
る
高
等
教
育
二
元
制
（
亘
冒
具

、
房
蔚
旦
を
主
張
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の
と
き
大
学
以
外
の
機
関
と
し
て
考
え

ら
れ
た
の
が
高
等
工
業
学
校
と
教
員
養
成
カ
レ
ッ
ジ
（
忌
四
ｏ
冨
勗
一
○
○
房
、
①
の
）
で
あ

る
。
こ
れ
ら
の
機
関
が
後
に
高
等
教
育
カ
レ
ッ
ジ
（
○
．
旨
、
の
⑩
ａ
雪
］
ご
目
８
１
図
巨
‐

８
９
コ
１
以
下
「
Ｃ
Ａ
Ｅ
」
と
略
、
工
と
し
て
拡
大
し
、
そ
の
後
一
九
八
○
年
代
半

ば
ま
で
の
一
時
期
、
そ
れ
は
大
学
と
と
も
に
高
等
教
育
の
一
翼
を
担
う
こ
と
に
な
っ

た
。

一
方
、
高
等
教
育
二
元
制
の
下
で
も
大
学
は
増
設
さ
れ
、
一
九
六
○
年
代
末
ま

で
に
九
大
学
、
七
○
年
代
末
ま
で
に
七
大
学
が
新
設
さ
れ
、
大
学
教
育
も
い
っ
そ
う

拡
充
さ
れ
て
い
っ
た
。
グ
リ
フ
ィ
ス
大
学
二
九
七
一
年
）
や
マ
ー
ド
ッ
ク
大
学

（
七
五
年
）
等
が
こ
の
時
期
に
設
立
さ
れ
た
大
学
で
あ
る
。
こ
れ
ら
戦
後
期
に
設
立

さ
れ
た
大
学
は
、
そ
れ
ま
で
の
伝
統
的
な
大
学
と
異
な
っ
て
、
産
業
界
の
要
請
に
応

え
、
あ
る
い
は
教
員
の
養
成
や
再
教
育
等
、
財
政
負
担
を
す
る
州
政
府
の
要
請
に
柔

軟
に
応
じ
る
政
策
を
採
っ
た
こ
と
か
ら
、
当
時
「
サ
ー
ビ
ス
・
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」
大

６
 

学
と
椰
楡
さ
れ
た
り
も
し
た
１
。
し
か
し
、
｝
」
れ
ら
の
新
設
大
学
が
応
用
科
学
や
技
術

教
育
を
行
う
と
同
時
に
、
Ｃ
Ａ
Ｅ
も
既
存
の
大
学
教
育
（
学
位
授
与
）
へ
と
自
ら
の

役
割
を
拡
大
し
て
い
っ
た
。
そ
う
し
た
中
で
大
学
と
Ｃ
Ａ
Ｅ
の
区
別
が
暖
昧
に
な
り
、

教
育
内
容
も
重
複
し
、
高
等
教
育
機
関
と
し
て
の
非
効
率
が
指
摘
さ
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
。

他
方
、
後
述
の
よ
う
に
、
一
九
七
四
年
、
連
邦
政
府
は
高
等
教
育
財
政
を
ほ
ぼ
全

面
的
に
引
き
受
け
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
以
降
、
連
邦
政
府
に
と
っ

て
教
育
予
算
は
大
き
な
負
担
に
な
っ
て
い
っ
た
。
こ
の
間
、
学
生
数
は
二
五
％
増
え

た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
大
学
予
算
は
八
％
削
減
さ
れ
た
と
い
う
事
実
が
そ
の
こ
と
を

７
 

物
語
っ
て
い
る
１
。
｝
」
う
し
た
中
で
一
九
八
一
年
、
当
時
の
フ
レ
ー
ザ
ー
首
相
の
下

で
Ｃ
Ａ
Ｅ
組
織
の
合
理
化
が
な
さ
れ
、
小
規
模
カ
レ
ッ
ジ
の
統
合
と
、
教
員
養
成
を

中
心
と
し
た
カ
レ
ッ
ジ
の
多
目
的
Ｃ
Ａ
Ｅ
へ
の
転
換
が
進
め
ら
れ
た
。
し
か
し
問
題

は
こ
れ
で
解
決
せ
ず
、
こ
う
し
た
流
れ
は
一
九
八
○
年
代
後
半
の
労
働
党
政
権
に
よ

る
さ
ら
な
る
合
理
化
構
想
へ
と
引
き
継
が
れ
て
い
く
。
そ
れ
が
、
当
時
の
雇
用
教
育

訓
練
大
臣
ド
ー
キ
ン
ズ
が
策
定
し
た
い
わ
ゆ
る
ド
ー
キ
ン
ズ
・
プ
ラ
ン
で
あ
る
。
一
九

八
七
年
、
こ
の
ド
ー
キ
ン
ズ
・
プ
ラ
ン
に
基
づ
い
て
高
等
教
育
二
元
制
は
廃
止
さ
れ
、

大
学
一
元
制
が
復
活
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
Ｃ
Ａ
Ｅ
は
統
廃
合
さ
れ
、

あ
る
い
は
吸
収
合
併
さ
れ
て
大
学
に
昇
格
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
多
く
の
新
し
い
大
学
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１８ 

表１．オーストラリアの大学の設立年と設立数

が
誕
生
す
る
こ
と
に
な
っ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
段
階
で
Ｃ
Ａ
Ｅ
は
全
国
で
四
七
校
、

８
 

一
一
○
万
九
千
人
の
学
生
存
擁
し
て
い
た
Ｉ
。

こ
の
よ
う
な
高
等
教
育
組
織
再
編
の
過
程
で
、
一
九
八
七
～
八
九
年
の
三
年
間
に

七
大
学
、
九
○
～
九
四
年
に
は
各
年
三
大
学
ず
つ
計
一
二
大
学
が
次
々
と
新
設
さ

れ
て
い
っ
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
も
本
格
的
な
大
学
大
衆
化
時
代

の
幕
が
開
か
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の
時
期
に
設
立
さ
れ
た
大
学
に
は
シ
ド
ニ
ー
エ

科
大
学
や
西
シ
ド
ニ
ー
大
学
等
が
あ
る
が
、
そ
の
他
、
ク
イ
ー
ン
ズ
ラ
ン
ド
州
や
北

部
準
州
等
の
遠
隔
の
地
方
都
市
に
も
大
学
が
つ
く
ら
れ
て
い
っ
た
。
ま
た
、
一
九
八

七
年
に
は
、
当
時
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
は
著
名
な
実
業
家
で
あ
っ
た
ア
ラ
ン
・
ポ
ン

ド
氏
に
よ
っ
て
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
初
め
て
の
私
立
大
学
（
ポ
ン
ド
大
学
）
が
、

そ
し
て
一
九
九
二
年
に
は
第
二
の
私
立
大
学
（
ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
大
学
）
が
設
立
さ
れ

た
。
表
１
は
、
現
在
ま
で
の
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
大
学
の
設
立
年
と
設
立
数
に
つ
い

９
 

て
示
し
た
も
の
で
あ
る
ｌ
・
後
述
の
よ
う
に
、
こ
う
し
て
進
め
ら
れ
た
一
九
八
○
年
代

後
半
以
降
の
大
学
改
革
は
、
そ
の
後
の
大
学
教
職
員
の
雇
用
・
労
働
条
件
に
大
き
な

影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
に
な
っ
た
。

現
在
、
連
邦
政
府
に
よ
る
大
学
関
連
の
高
等
教
育
財
政
支
出
は
二
九
九
八
年

高
等
教
育
財
政
支
出
法
」
（
閏
召
円
囲
巨
８
画
・
コ
ョ
目
＆
。
、
シ
Ｒ
」
９
ｍ
）
に
基
づ
い

て
な
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
法
律
に
よ
っ
て
三
年
ご
と
に
予
算
配
分
を
受
け
て
い
る
総

合
大
学
（
［
百
ｍ
の
９
三
目
目
＆
野
、
扇
日
の
加
盟
校
）
が
一
一
一
六
校
、
連
邦
政
府
か
ら
の

補
助
金
で
運
営
さ
れ
て
い
る
カ
レ
ッ
ジ
が
五
校
印
そ
の
他
政
府
か
ら
補
助
金
を
受

け
て
い
な
い
純
粋
な
私
立
大
学
が
二
校
あ
る
２
。
こ
の
一
一
一
六
校
に
は
国
立
大
学
が
一

校
（
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
国
立
大
学
）
含
ま
れ
て
い
る
。
こ
う
し
て
現
在
オ
ー
ス
ト
ラ

リ
ア
の
高
等
教
育
機
関
は
、
国
立
大
学
一
校
、
州
立
大
学
三
五
校
、
私
立
大
学
二

校
、
そ
の
他
五
校
の
計
四
三
校
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。

３
大
学
財
政

前
述
の
よ
う
に
、
一
つ
の
国
立
大
学
と
二
つ
の
私
立
大
学
を
除
く
と
、
オ
ー
ス
ト

ラ
リ
ア
の
大
学
は
す
べ
て
州
立
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
大
学
を
含
む
教
育
機
関
へ
の
行

資料出所:DepartmentofEmployment,Education，
TrainingandYouthAffairs（DEETYA),HIgher 
EduCapOnjnAusZmlja,AGPS,1996を元に作成。
注：私立2校を含む。ただし、グリニッジ大学は含

まない。大学名が入っている８大学は、いわゆる

Ｇ８（Groupof8）と呼ばれるオーストラリアで
も中心的な研究重点大学である。

大学の設立年 大学の設立数

-1945 

1850 

5５ 

7４ 

8７ 

9０ 

9７ 

1910 

1１ 

シドニー大学

メルボルン大学

アデレード大学

1 

１ 

１ 

クィーンズランド大学

西オーストラリア大学

８ 

1946-1969 

4６ 

4９ 

5４ 

5８ 

6１ 

6４ 

6５ 

6６ 

オーストラリア国立大学

ニューサウスウェールズ大学

１ 

モナッシュ大学

１ 

２ 

１ 

１ 

９ 

19701979 

7０ 

7１ 

7４ 

7５ 

7８ 

1 

１ 

２ 

２ 

１ 

７ 

1980-1989 

1990 

8７ 

8８ 

8９ 

9０ 

9１ 

9２ 

9４ 

２ 

２ 

３ 

４ 

３ 

２ 

３ 

７ 

２ １ 

計 4３ 
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1９ 

グラフ1.大学の財源別収入比率

100％ 

80％ 

□その他

圃事業収入・寄付等

Ｚ学生納付金

団州政府補助金

Ⅲ連邦政府補助金

60％ 

40％ 

20％ 

0％ 
1９３９１９５１ 1９６１１９７１１９８１１９８７１９９０１９９６１９９７ 

資料出所：1996年まではTomKarmel,Ｈ)７ancingHJghe｢EUUcﾋﾞItionmAustmliaJAcaSe
studﾘﾉPr巳par℃｡ｂ｢ZfielhtBmam7副CbnねIFnceRedemngT19malyEtmcatiOn，
DepartmentofEducation,TrainmgandYOuthAifajrs（DErYA),Jｍｅ,1999の資料に、
また'997年についてはDETYA，SeIec妃。Ｈ(glierEduca的nHhaJ7ceStatiSlJbs,I99Z
Decemberl998の資料に基づく。

政
上
の
管
轄
権
は
州
政
府
に
属
す
る
、
と
す
る
憲
法
上
の
規
定
に
基
づ
い
て
い
る
。

そ
れ
に
し
た
が
っ
て
財
政
負
担
も
、
歴
史
的
に
は
主
に
州
政
府
が
負
っ
て
き
た
。
こ

れ
は
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
は
植
民
地
が
そ
れ
ぞ
れ
独
立
体
と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
た
こ

と
、
そ
の
影
響
も
あ
っ
て
連
邦
が
成
立
し
て
か
ら
今
日
に
至
る
ま
で
州
政
府
の
独
立

性
が
き
わ
め
て
強
い
こ
と
、
大
学
は
こ
れ
ら
植
民
地
、
州
政
府
に
よ
っ
て
専
権
的
に

領
域
内
の
住
民
教
育
を
目
的
に
設
立
・
運
営
さ
れ
て
き
た
こ
と
、
等
の
影
響
に
よ
る

も
の
で
あ
る
。
グ
ラ
フ
１
か
ら
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、
戦
前
、
大
学
財
政
は
そ
の
半

分
近
く
を
州
政
府
が
負
担
し
、
そ
の
他
の
多
く
は
授
業
料
等
の
学
生
納
付
金
や
大
学

に
よ
る
事
業
収
入
、
寄
付
金
等
で
賄
わ
れ
て
い
た
。
第
二
次
世
界
大
戦
後
に
な
っ
て

も
し
ば
ら
く
の
間
、
大
学
財
政
は
依
然
と
し
て
主
に
州
政
府
が
負
っ
て
い
た
。

と
こ
ろ
が
大
学
が
拡
充
し
始
め
た
戦
後
、
と
く
に
一
九
五
七
年
の
マ
レ
ー
報
告
以

降
、
連
邦
政
府
も
本
格
的
に
財
政
負
担
を
す
る
よ
う
に
な
り
、
そ
れ
に
つ
れ
て
学
生

負
担
は
次
第
に
軽
減
さ
れ
て
い
っ
た
。
こ
う
し
た
事
態
は
「
完
全
雇
用
」
状
態
が
実

現
し
た
一
九
六
○
年
代
ま
で
の
経
済
好
調
期
、
あ
る
い
は
戦
後
の
福
祉
国
家
政
策
の

絶
頂
期
を
と
お
し
て
実
現
さ
れ
て
い
っ
た
。
こ
う
し
た
中
で
州
政
府
と
連
邦
政
府
は

そ
れ
ぞ
れ
一
定
比
率
で
大
学
財
政
を
分
担
す
る
よ
う
に
な
り
、
た
と
え
ば
一
九
七
三

年
に
は
、
資
本
的
経
費
（
○
畳
旦
勺
『
○
四
四
日
己
の
）
に
つ
い
て
は
州
政
府
と
連
邦
政

府
が
そ
れ
ぞ
れ
同
率
で
、
ま
た
、
経
常
費
（
○
己
の
国
画
呂
○
国
『
后
）
に
つ
い
て
は
州

２
 

政
府
の
一
に
対
し
て
連
邦
政
府
が
一
・
八
五
を
負
担
し
て
い
た
２
．

こ
う
し
た
中
、
一
九
七
二
年
一
二
月
、
連
邦
で
二
三
年
ぶ
り
に
政
権
に
就
い
た
ゴ

フ
・
ウ
ィ
ッ
ト
ラ
ム
率
い
る
労
働
党
は
、
た
だ
ち
に
大
幅
な
教
育
制
度
の
改
革
に
着

手
し
た
。
そ
し
て
こ
の
改
革
の
過
程
を
と
お
し
て
、
連
邦
政
府
は
よ
り
い
っ
そ
う
高

等
教
育
へ
の
関
与
を
強
め
て
い
く
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
の
結
果
、
一
九
七
四
年
一
月

以
降
、
管
轄
は
州
政
府
に
止
ま
り
、
実
際
の
配
分
事
務
も
州
の
大
蔵
省
を
通
じ
て
な

さ
れ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
大
学
教
育
に
関
す
る
財
政
負
担
は
ほ
ぼ
全
面
的
に
連
邦

政
府
が
負
う
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
う
し
て
一
九
八
一
年
に
は
、
大
学
財
政
の
九
割
前

後
を
連
邦
政
府
が
負
担
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
大
学
は
、
現

在
も
そ
の
殆
ど
が
法
制
度
的
に
は
州
立
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
近
年
、
規
制
緩

和
政
策
等
を
と
お
し
て
、
連
邦
政
府
が
大
学
の
命
運
を
左
右
す
る
ほ
ど
の
大
き
な
影

響
力
を
行
使
で
き
る
の
は
こ
の
た
め
で
あ
る
。
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一
九
九
七
年
度
の
大
学
収
入
は
総
額
で
八
二
億
一
、
七
六
四
万
ド
ル
（
単
位
は
豪

ド
ル
－
以
下
同
じ
）
で
あ
っ
た
。
そ
の
内
訳
を
み
る
と
連
邦
政
府
の
補
助
が
五
四
％

で
過
半
を
占
め
て
い
る
が
、
そ
れ
以
外
は
授
業
料
等
の
学
生
納
付
金
一
五
％
、
通
常

へ
ツ
ク
ス
（
国
警
の
『
図
巨
８
号
。
○
。
。
且
す
目
。
ご
砕
冨
日
の
出
向
○
の
）
と
呼
ば
れ
る

連
邦
政
府
に
よ
る
長
期
貸
付
制
度
の
返
却
分
が
一
五
％
、
大
学
に
よ
る
投
資
・
事
業

収
入
が
四
％
、
寄
付
金
等
が
一
％
、
州
政
府
補
助
金
が
一
％
、
そ
の
他
が
一
○
％

３
 

と
な
っ
て
い
る
２
。
グ
ラ
フ
１
は
過
去
の
財
源
別
大
学
収
入
の
推
移
を
示
し
た
も
の
で

あ
る
が
、
こ
こ
か
ら
二
つ
の
特
徴
が
明
ら
か
に
な
る
。
す
な
わ
ち
一
つ
は
、
一
九
八

○
年
代
に
入
っ
て
以
降
、
大
学
予
算
の
圧
倒
的
部
分
を
占
め
て
き
た
連
邦
政
府
の
補

助
金
が
、
一
九
八
七
年
を
境
に
急
速
に
減
少
し
て
き
た
こ
と
、
と
く
に
一
九
九
六
年

か
ら
九
七
年
に
か
け
て
は
単
年
度
で
大
幅
な
削
減
が
な
さ
れ
た
こ
と
で
あ
り
、
も
う

一
つ
は
、
そ
れ
に
代
わ
っ
て
学
生
納
付
金
が
大
学
収
入
の
ま
す
ま
す
大
き
な
部
分
を

占
め
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
で
も
諸
外
国
と
比
較
す
る

と
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
大
学
予
算
に
占
め
る
政
府
補
助
金
の
比
率
は
な
お
高
水
準

に
あ
る
と
い
っ
て
よ
い
。
連
邦
政
府
が
負
担
し
て
い
る
大
学
教
育
費
を
Ｇ
Ｄ
Ｐ
比
で

み
る
と
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
は
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
加
盟
諸
国
の
中
で
も
合
衆
国
に
次
い
で
二

番
目
に
高
く
な
っ
て
い
る
型
。

こ
こ
で
、
近
年
と
く
に
重
要
性
を
増
し
て
き
た
授
業
料
と
長
期
貸
付
制
度
（
Ｈ
Ｅ

Ｃ
ｓ
）
に
つ
い
て
簡
単
に
触
れ
て
お
こ
う
。
ま
ず
、
授
業
料
は
卒
業
後
の
一
般
的
な

推
定
収
入
に
応
じ
て
額
が
決
め
ら
れ
て
い
る
と
さ
れ
、
そ
の
額
は
文
系
（
看
護
を
含

む
）
の
三
、
四
○
九
ド
ル
か
ら
、
理
系
（
経
済
・
経
営
を
含
む
）
の
四
、
八
五
五
ド

ル
が
医
歯
系
（
法
律
を
含
む
）
の
五
、
六
八
二
ド
ル
と
な
っ
て
い
る
。
学
生
は
こ
れ

を
一
括
納
入
す
る
か
Ｈ
Ｅ
Ｃ
ｓ
を
利
用
し
て
長
期
返
済
す
る
こ
と
に
な
る
。
Ｈ
Ｅ
ｃ

ｓ
を
利
用
し
て
授
業
料
を
返
還
す
る
場
合
、
各
年
の
返
還
額
は
、
卒
業
後
の
収
入
の

多
寡
に
よ
っ
て
年
収
の
三
％
か
ら
六
％
ま
で
と
な
っ
て
い
る
。
た
だ
し
、
年
収
が
一
一

５
 

｜
、
一
一
一
一
二
四
ド
ル
以
下
の
場
合
は
返
還
を
猶
予
さ
れ
る
２
．
こ
れ
を
大
卒
初
任
給
の
平

均
約
三
万
ド
ル
を
基
準
に
し
た
場
合
、
た
と
え
ば
授
業
料
を
全
額
Ｈ
Ｅ
Ｃ
ｓ
に
依
存

し
た
と
仮
定
す
る
と
、
単
純
計
算
で
返
還
に
は
文
系
で
約
一
○
年
、
理
系
で
一
四

年
、
医
歯
系
で
一
七
年
要
す
る
こ
と
に
な
る
。

４
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
大
学
生

す
で
に
見
た
よ
う
に
、
戦
後
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
大
学
教
育
は
し
だ
い
に
拡
充

さ
れ
、
と
く
に
一
九
八
○
年
代
末
以
降
の
大
学
大
衆
化
状
況
の
な
か
で
大
学
数
は
急

増
し
て
い
っ
た
。
そ
の
結
果
、
第
二
次
世
界
大
戦
終
結
時
に
は
八
校
に
す
ぎ
な
か
っ

た
大
学
の
数
が
、
一
九
七
五
年
に
は
二
三
校
に
、
そ
し
て
現
在
は
四
三
校
に
増
加
し

て
い
る
。
そ
れ
に
伴
っ
て
学
生
数
も
増
え
、
在
籍
者
数
は
一
九
四
九
年
の
三
万
二
千

人
か
ら
一
九
七
五
年
に
は
二
七
万
七
千
人
へ
と
増
加
し
、
一
九
九
九
年
に
は
六
八
万

６
 

六
千
人
に
達
し
て
い
る
２
。
Ｃ
Ａ
Ｅ
の
統
廃
合
を
伴
う
大
学
改
革
が
始
ま
っ
た
の
は

一
九
八
○
年
代
後
半
以
降
の
こ
と
で
あ
る
が
、
そ
の
第
一
期
が
一
段
落
し
た
の
は
一

九
八
九
年
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
こ
の
改
革
の
波
は
そ
れ
以
後
も
九
○
年
代
を
通
し
て

現
在
ま
で
続
い
て
い
る
が
、
一
九
九
六
年
の
自
由
Ⅱ
国
民
党
政
権
の
誕
生
ま
で
が
こ

の
時
期
の
改
革
第
二
期
で
あ
る
。
改
革
第
一
期
が
一
段
落
し
た
一
九
八
九
年
以
降
現

在
ま
で
の
学
生
数
の
伸
び
に
つ
い
て
は
、
グ
ラ
フ
２
が
示
す
と
お
り
で
あ
る
。
’
九

九
○
年
代
半
ば
ま
で
の
大
学
新
設
ラ
ッ
シ
ュ
が
終
わ
っ
た
現
在
で
も
学
生
は
増
え
つ

づ
け
、
そ
の
数
は
こ
こ
三
年
間
で
も
一
九
九
六
～
九
十
七
年
、
九
七
～
九
十
八
年
、

九
八
～
九
九
年
に
そ
れ
ぞ
れ
一
一
一
・
九
％
、
二
・
○
％
、
二
・
一
％
づ
つ
伸
び
て
い

る
。
こ
の
二
○
年
間
に
学
生
数
は
二
倍
以
上
に
増
え
た
幻
。

こ
の
過
程
で
一
九
七
二
年
一
一
一
月
に
政
権
に
就
い
た
労
働
党
は
、
一
九
七
四
年
か

ら
授
業
料
の
徴
収
を
廃
止
し
て
高
等
教
育
の
完
全
無
倣
化
を
実
現
し
、
大
学
教
育
の

平
等
化
と
大
衆
化
を
押
し
進
め
た
。
こ
の
と
き
の
労
働
党
政
権
は
授
業
料
の
全
廃
・

大
学
教
育
の
無
倣
化
に
止
ま
ら
ず
、
生
活
費
の
一
部
援
助
や
、
地
方
出
身
者
に
は
年

三
回
の
帰
省
旅
費
を
支
給
す
る
な
ど
学
生
の
支
援
策
を
打
ち
出
し
、
大
学
教
育
の
平

等
化
を
推
進
し
て
い
っ
た
。
そ
し
て
政
権
担
当
一
年
目
の
記
者
会
見
で
、
当
時
の
ウ

ィ
ッ
ト
ラ
ム
首
相
は
、
「
労
働
党
政
権
一
年
の
最
大
の
功
績
は
教
育
改
革
に
あ
る
」

と
高
ら
か
に
宣
言
し
た
。
そ
れ
に
伴
っ
て
連
邦
政
府
の
教
育
予
算
も
増
え
、
こ
の
一

年
で
倍
増
す
る
こ
と
に
な
っ
た
型
そ
の
後
、
大
学
へ
の
進
学
率
も
上
昇
し
、
学
部

学
生
の
該
当
年
齢
人
口
（
一
七
～
一
一
一
一
歳
）
に
占
め
る
割
合
が
、
一
九
七
五
年
に

は
一
○
％
に
満
た
な
か
っ
た
も
の
が
、
一
九
九
五
年
に
は
年
齢
層
に
よ
っ
て
一
七
～

’
八
％
か
ら
二
○
数
％
ま
で
上
昇
し
た
夢
一
九
九
六
年
の
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
統
計
に
よ
れ

ば
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
一
七
～
三
四
歳
の
年
齢
層
で
高
等
教
育
を
受
け
て
い
る
者
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グラフ２．学生数と女子比率
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◆
女
子
学
生
が
学
生
の
過
半
数
を
占
め
、
社
会
人
学
生
の
比
率
も
高
い

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
大
学
の
特
徴
の
一
つ
と
し
て
、
女
子
学
生
が
多
い
こ
と
が
あ

げ
ら
れ
る
。
シ
ド
ニ
ー
大
学
と
メ
ル
ボ
ル
ン
大
学
が
設
立
さ
れ
た
当
時
、
女
子
の
大

学
入
学
は
認
め
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
そ
の
後
メ
ル
ボ
ル
ン
大
学
で
は
一
八

七
四
年
、
シ
ド
ニ
ー
大
学
で
は
一
八
八
一
年
に
女
子
に
も
大
学
の
門
戸
が
開
か
れ
る

こ
と
に
な
っ
た
。
そ
の
後
設
立
さ
れ
た
大
学
で
は
、
最
初
か
ら
女
子
に
対
す
る
差
別

的
な
入
学
制
限
は
設
け
ら
れ
な
か
っ
た
。

と
こ
ろ
が
、
入
学
制
限
は
撤
廃
さ
れ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
女
子
学
生
の
数
は
な

か
な
か
増
え
て
い
か
な
か
っ
た
。
第
二
次
世
界
大
戦
後
も
状
況
は
同
じ
で
、
女
子
学

生
の
数
は
か
な
り
緩
慢
な
伸
び
を
示
す
だ
け
で
あ
っ
た
が
、
’
九
六
○
年
代
半
ば
以

降
に
な
っ
て
徐
々
に
増
え
は
じ
め
た
。
一
九
四
九
年
に
は
二
一
％
に
過
ぎ
な
か
っ
た
大
学

生
全
体
に
占
め
る
女
子
の
比
率
は
、
大
学
が
拡
充
し
、
ま
た
学
生
運
動
や
フ
ェ
ミ
ニ
ズ

ム
運
動
が
活
発
に
な
っ
て
い
く
一
九
六
○
年
代
後
半
か
ら
着
実
に
上
昇
し
て
い
っ
た
。

そ
し
て
女
子
学
生
の
伸
び
で
一
画
期
を
な
す
の
は
一
九
七
二
～
七
三
年
で
、
こ
れ
は

一
九
七
二
年
に
政
権
に
返
り
咲
い
た
労
働
党
が
、
ウ
ィ
ッ
ト
ラ
ム
首
相
の
下
で
人
種

差
別
撤
廃
や
白
豪
主
義
の
終
焉
を
唱
え
、
教
育
分
野
で
も
斬
新
な
政
策
を
打
ち
出
し

て
い
っ
た
時
期
で
も
あ
っ
た
。
一
九
七
二
年
に
二
九
・
九
％
だ
っ
た
女
子
比
率
は
、

翌
七
三
年
に
は
三
六
・
一
％
へ
と
六
・
二
ポ
イ
ン
ト
の
大
幅
な
上
昇
を
遂
げ
、
そ
の

後
も
女
子
比
率
は
着
実
に
上
昇
を
つ
づ
け
た
。
そ
し
て
一
九
八
七
年
、
つ
い
に
女
子

１
 

学
生
が
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
大
学
生
の
過
半
数
を
こ
え
る
に
至
っ
た
の
で
あ
る
３
．

一
九
八
○
年
代
初
頭
以
降
の
一
○
数
年
で
み
て
も
、
男
子
学
生
が
約
一
・
六
倍
増

だ
っ
た
の
に
対
し
て
、
女
子
学
生
は
二
・
二
倍
以
上
に
増
加
し
た
。
女
子
学
生
の
数

は
一
九
八
○
年
代
終
盤
以
降
の
大
学
大
衆
化
時
代
に
も
伸
び
つ
づ
け
、
一
九
九
九
年

に
は
女
子
学
生
が
学
生
全
体
の
五
五
％
に
達
し
て
い
る
（
グ
ラ
フ
２
参
照
）
。
こ
う

し
た
中
で
、
た
と
え
ば
社
会
科
学
系
で
は
伝
統
的
に
女
子
が
少
な
か
っ
た
法
学
部
で

も
、
現
在
は
女
子
が
全
学
生
の
過
半
数
（
五
二
％
）
を
占
め
る
に
至
っ
て
い
る
。
こ

の
割
合
は
一
五
％
に
達
し
、
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
加
盟
国
二
四
カ
国
の
う
ち
三
位
、
大
学
だ
け

０
 

に
限
定
し
て
も
一
○
％
で
七
位
で
あ
っ
た
３
。
｝
」
う
し
て
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
大
学
教

育
は
、
か
つ
て
の
エ
リ
ー
ト
教
育
か
ら
大
衆
化
に
向
け
て
大
き
く
転
換
し
て
い
っ
た
。

Hosei University Repository



2２ 

の
比
率
は
と
く
に
フ
ル
タ
イ
ム
学
生
の
中
で
高
い
こ
と
を
考
え
る
と
、
女
子
比
率
は
、

高
校
新
卒
の
若
い
学
生
た
ち
の
中
で
よ
旦
局
く
な
る
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。
た
だ
し
、

学
位
が
上
に
な
る
ほ
ど
女
子
比
率
が
低
く
な
る
傾
向
に
あ
る
こ
と
に
も
注
意
が
必
要

で
あ
る
。
た
と
え
ば
学
部
学
生
で
は
す
で
に
女
子
が
五
五
％
を
占
め
て
い
る
の
に
対

し
、
大
学
院
の
コ
ー
ス
ワ
ー
ク
に
よ
る
修
士
・
博
士
課
程
で
は
四
八
％
、
同
じ
く
論

２
 

文
に
よ
る
研
究
課
程
で
は
四
一
一
％
と
次
第
に
低
く
な
っ
て
い
る
（
一
九
九
五
年
）
３
．

社
会
人
学
生
が
多
い
こ
と
も
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
大
学
の
特
徴
で
あ
る
。
学
生
を

年
齢
別
に
み
る
と
最
も
多
い
の
が
二
○
～
一
一
四
歳
層
で
三
二
・
七
％
、
つ
い
で
一
九

歳
以
下
の
二
七
・
○
％
、
こ
れ
に
一
一
一
○
歳
以
上
の
一
一
六
・
八
％
と
二
五
～
二
九
歳

層
の
一
三
・
五
％
が
つ
づ
く
。
二
五
歳
以
上
が
全
学
生
の
四
割
以
上
を
占
め
、
こ
れ

に
二
○
～
二
四
歳
層
に
含
ま
れ
て
い
る
社
会
人
を
考
慮
に
入
れ
る
と
、
オ
ー
ス
ト
ラ

リ
ア
の
大
学
生
の
か
な
り
の
者
が
社
会
人
で
あ
る
と
推
測
さ
れ
る
（
数
値
は
一
九
九

八
年
）
。
こ
れ
は
パ
ー
ト
タ
イ
ム
学
生
が
多
い
こ
と
と
軌
を
一
に
す
る
。
フ
ル
タ
イ
ム

学
生
は
全
体
の
五
九
％
に
と
ど
ま
り
、
残
り
は
パ
ー
ト
タ
イ
ム
学
生
三
七
％
〉
と

通
信
教
育
等
の
学
生
二
四
％
）
と
い
う
こ
と
に
な
る
（
一
九
九
九
年
）
。
こ
れ
ら

の
比
率
は
過
去
二
○
年
間
ほ
と
ん
ど
変
化
し
て
い
な
い
。

◆
急
増
す
る
海
外
か
ら
の
留
学
生

日
本
の
大
学
と
比
較
し
て
あ
げ
ら
れ
る
も
う
一
つ
の
特
徴
は
、
留
学
生
が
多
い
こ

と
で
あ
る
。
連
邦
政
府
が
大
学
予
算
を
削
減
し
、
財
政
自
立
を
求
め
る
よ
う
に
な
る

に
つ
れ
て
、
と
く
に
近
年
は
、
留
学
生
は
収
入
源
と
し
て
大
き
な
重
要
性
を
持
つ
よ

う
に
な
っ
て
き
た
。
留
学
生
に
は
国
内
生
と
は
別
枠
の
高
額
の
授
業
料
（
通
常
九
千

ド
ル
か
ら
一
万
二
千
ド
ル
く
ら
い
）
が
課
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
各
大
学
は
こ

ぞ
っ
て
留
学
生
獲
得
の
た
め
の
営
業
活
動
を
展
開
し
、
海
外
に
キ
ャ
ン
パ
ス
を
設
置

し
た
り
、
あ
る
い
は
現
地
の
大
学
と
提
携
し
て
学
生
を
集
め
、
そ
れ
に
よ
っ
て
自
主

財
源
の
獲
得
に
奔
走
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
う
し
た
中
、
一
九
九
八
年
に
は
政
府

の
輸
出
奨
励
賞
に
教
育
部
門
が
加
え
ら
れ
、
最
優
秀
賞
に
伝
統
校
の
一
つ
王
立
メ
ル

ボ
ル
ン
工
科
大
学
（
Ｒ
Ｍ
Ｉ
Ｔ
）
が
選
ば
れ
た
餡
こ
の
年
に
、
こ
の
大
学
で
は
授

業
料
等
学
生
納
付
金
に
よ
る
留
学
生
か
ら
の
収
入
が
、
大
学
総
収
入
の
一
一
○
％
を
占

め
る
ま
で
に
な
っ
た
と
さ
れ
る
夢
も
は
や
留
学
生
抜
き
で
こ
の
大
学
の
存
在
は
考
え

５
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
大
学
教
員

つ
ぎ
に
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
大
学
教
員
に
つ
い
て
見
て
み
よ
う
。
一
九
八
○
年

代
後
半
以
降
の
大
学
改
革
に
伴
っ
て
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
大
学
の
大
衆
化
が
進
行
し

た
が
、
そ
れ
に
連
れ
て
大
学
の
数
は
倍
増
し
、
同
時
に
学
生
の
数
も
一
貫
し
て
増
え

つ
づ
け
た
。
今
な
お
学
生
数
が
増
え
つ
づ
け
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
見
た

と
お
り
で
あ
る
。
他
方
、
自
由
党
と
国
民
党
に
よ
る
保
守
連
立
政
権
が
復
活
し
た
一

九
九
六
年
以
降
、
連
邦
政
府
は
急
速
な
規
制
緩
和
政
策
を
押
し
進
め
て
き
た
。
そ
の

一
環
と
し
て
大
学
へ
の
補
助
金
は
削
減
さ
れ
、
そ
れ
は
教
職
員
の
雇
用
・
労
働
条
件

に
も
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
き
た
。
こ
こ
で
は
、
こ
の
よ
う
な
状
況
下
に
お
け
る
大

学
教
職
員
の
、
中
心
的
に
は
本
稿
の
対
象
で
あ
る
教
員
の
労
働
力
構
成
等
に
つ
い
て

概
略
的
な
把
握
を
試
み
る
。

ま
ず
、
教
職
員
全
体
の
労
働
力
状
況
に
つ
い
て
見
て
み
よ
う
。
こ
れ
に
関
す
る
政

府
統
計
は
基
本
的
に
教
員
と
職
員
を
区
別
し
て
い
な
い
。
そ
れ
を
前
提
と
し
つ
つ
、

こ
れ
に
よ
っ
て
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
大
学
教
職
員
の
労
働
力
構
成
を
見
て
み
る
と
、
お

よ
そ
つ
ぎ
の
通
り
で
あ
る
。
一
九
九
九
年
の
教
職
員
総
数
は
七
六
、
○
四
○
人
、
こ

の
う
ち
教
員
は
一
一
一
二
、
四
○
六
人
（
四
二
・
六
％
）
、
職
員
は
四
一
一
一
、
六
一
一
一
四
人
（
五

七
・
四
％
）
で
あ
っ
た
。
教
員
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
と
し
て
、
一
九
九
八
年
の
職

員
の
男
女
別
構
成
を
見
て
み
る
と
、
男
性
の
一
七
、
二
一
一
一
人
（
三
九
・
五
％
）
に

ら
れ
な
い
ま
で
に
な
っ
て
い
る
。

こ
う
し
た
活
動
の
結
果
、
こ
こ
数
年
の
間
に
海
外
、
主
に
ア
ジ
ア
の
留
学
生
市
場

は
急
成
長
を
遂
げ
、
そ
れ
に
つ
れ
て
留
学
生
の
数
も
急
増
し
て
き
た
。
そ
れ
は
グ
ラ

フ
２
が
示
す
通
り
で
あ
る
。
一
九
八
九
年
に
二
万
一
千
人
余
り
だ
っ
た
留
学
生
の
数

は
、
九
四
年
に
は
四
万
人
台
ま
で
ほ
ぼ
倍
増
し
、
そ
の
後
は
さ
ら
に
加
速
し
て
増
加

の
一
途
を
た
ど
っ
て
い
っ
た
。
そ
し
て
一
九
九
九
年
に
は
八
万
三
千
人
に
上
り
、
一

○
年
前
の
四
倍
、
学
生
全
体
（
六
八
万
六
千
人
）
の
一
二
％
を
占
め
る
ま
で
に
な
っ

た
。
こ
れ
は
ア
メ
リ
カ
の
大
学
生
全
体
に
占
め
る
留
学
生
比
率
（
三
％
）
よ
り
も
は

る
か
に
高
く
、
人
口
比
で
見
る
と
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
は
他
の
ど
の
英
語
圏
諸
国
よ

５
 

り
も
多
く
の
留
学
生
を
受
け
入
れ
て
い
る
｝
」
と
に
な
る
３
．
こ
れ
ら
留
学
生
の
多
く
が

ア
ジ
ア
諸
国
か
ら
の
留
学
生
で
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
触
れ
た
。
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2３ 

◆
大
学
教
員
の
労
働
力
構
成

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
大
学
教
員
は
通
常
つ
ぎ
の
者
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ

ち
教
授
、
助
教
授
、
上
級
講
師
、
講
師
、
チ
ュ
１
夕
１
百
（
旨
己
で
あ
る
ｙ
し
か

し
、
一
九
八
○
年
代
後
半
以
降
の
大
学
改
革
の
過
程
で
、
多
く
の
大
学
で
は
チ
ュ
ー

タ
ー
と
い
う
呼
称
は
使
用
さ
れ
な
く
な
っ
た
。
代
わ
っ
て
チ
ュ
ー
タ
ー
は
「
講
師
レ
ベ

ル
Ａ
」
（
通
称
は
ア
ソ
シ
エ
ー
ト
・
レ
ク
チ
ャ
ラ
ー
）
と
な
り
、
従
来
の
講
師
は
「
講

師
レ
ベ
ル
Ｂ
」
と
し
て
こ
れ
と
区
別
さ
れ
る
の
が
一
般
的
で
あ
る
。
ま
た
、
基
本
的

に
は
授
業
を
持
た
な
い
研
究
員
や
、
図
書
館
や
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
関
連
の
部
署
で
働

く
一
部
の
専
門
職
者
も
統
計
上
は
教
員
（
“
８
号
目
・
の
白
＄
に
数
え
ら
れ
て
い
る
。

し
た
が
っ
て
以
下
で
「
講
師
以
下
職
」
等
と
し
て
言
及
す
る
場
合
、
そ
れ
に
は
チ
ュ

ー
タ
ー
、
講
師
レ
ベ
ル
Ａ
お
よ
び
講
義
を
担
当
し
な
い
研
究
員
等
で
職
階
上
こ
れ
ら

二
者
に
相
当
す
る
者
が
含
ま
れ
る
こ
と
に
な
る
。

こ
こ
で
日
本
の
大
学
と
の
違
い
に
つ
い
て
、
と
り
あ
え
ず
次
の
一
点
だ
け
を
指
摘

し
て
お
こ
う
。
そ
れ
は
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
大
学
に
は
講
義
を
持
た
な
い
研
究
員

（
恩
の
①
貝
ゴ
。
二
一
百
８
・
の
目
、
の
国
己
が
非
常
に
多
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
、

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
は
大
学
を
研
究
重
点
大
学
（
恩
の
①
貝
盲
目
蔚
旦
ｇ
と
そ
の
他

の
教
育
中
心
の
大
学
に
二
分
化
し
、
研
究
費
の
大
部
分
が
事
実
上
は
こ
れ
ら
の
研
究

重
点
大
学
に
配
分
さ
れ
て
い
る
こ
と
と
関
係
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
事
実
、
先
に
表

１
で
Ｇ
８
と
し
て
示
し
た
主
要
八
大
学
は
大
学
全
体
の
研
究
費
の
七
○
％
を
消
費

し
甲
ま
た
、
研
究
員
の
多
く
は
こ
れ
ら
研
究
重
点
大
学
に
集
中
し
て
い
る
。
そ
の

結
果
、
こ
れ
ら
八
大
学
で
は
研
究
員
が
教
員
の
三
分
の
一
以
上
を
占
め
る
ま
で
に
な

対
し
て
女
性
は
一
一
六
、
三
八
八
人
（
六
○
・
五
％
）
と
、
女
性
比
率
の
高
さ
が
際
立

っ
て
い
る
。
ま
た
、
近
年
の
職
員
数
の
変
化
に
つ
い
て
見
て
み
る
と
、
一
九
九
六
年

ヰ
ピ
ー
ク
に
大
き
く
減
少
し
て
い
る
。
一
九
九
七
年
は
一
、
三
六
六
人
（
一
一
一
・
○
％
）
、

九
八
年
は
四
七
八
人
二
・
一
％
）
の
減
少
で
あ
っ
た
。
翌
九
九
年
に
は
再
び
微
増

（
二
五
人
’
○
・
一
％
）
し
て
い
る
も
の
の
、
一
九
九
六
年
以
降
人
員
削
減
が
進
行

し
て
い
る
。
こ
の
三
年
間
の
人
員
削
減
率
は
、
教
員
が
ト
ー
タ
ル
で
一
一
．
八
％
だ
っ

た
の
に
対
し
、
職
員
の
そ
れ
は
四
・
○
％
で
あ
っ
た
。
教
員
に
比
べ
て
職
員
の
削
減

６
 

が
よ
り
急
速
で
あ
っ
た
｝
」
と
が
わ
か
る
３
。

表２．職位別オーストラリアの大学教員数（1989～99年）

資料出所：DEIYAStudents(B1eljmina1JZ)I”２Ｓ巳jectedHZgherEUumtiOnShmi｢S画応lYbs
AUgustl999から作成．

注：1.1997～99年の二段目の数字は前年と比較した場合の増減数と増減比を示す。
2.1989年の二段目と99年の三段目のカッコ内数値は、職位別教員比率を示す。

年 助教授以上

(レベルＤ&E）

上級講師

(レベルＣ）

講師

(レベルＢ）

講師以下

(レベルA）

計

1989 4,517 

(1７ 1%） 

6,753 

(2５ 6%） 

10,246 

(3８ 8%） 

4,886 

(1８ 5%） 

26,402 

(100.0%） 

1990 ４ 761 （ 943 1１ 219 ５ 302 28,225 

1991 ■山＄ 210 ７ 128 1２ 014 ５ 414 29,766 

1992 ■し』 411 ７ 606 1２ 228 ５ 939 3１ 184 

1993 ５ 630 ７ 916 1２ 170 ６ 345 3２ 061 

1994 5,875 ７ 918 1２ 067 ６ 335 3２ 195 

1995 6,010 ８ 020 1２ 073 ６ 717 3２ 820 

1996 6,201 ８ 124 1２ 066 ６ 922 3３ 313 

1997 6,399 

+198（+3.29M） 

8,176 

+5２（+0.6%） 

11,890 

-176（-1.5%） 

６ 

-１５８（-２ “１ ７鋼
33,229 

-84（-0.3%） 

1998 （ 

+9０（+】

489 

4%） 

［ 

-129（-１ 

047 

6%） 

11,464 

-426（-3.6%） 

６ 

-101（-１ 

663 

5%） 

32,663 

-566（-1.7%） 

1999 〔

+137（+２ 

(2Ｃ 

626 

1%） 

4%） 

〔

+6７（+０ 

(2５ 

４Ｊ １％ １８ 
0%） 

11,302 

-162（-1.4%） 

(34.9%） 

6,364 

-299（4.5%） 

(19.6%） 

32,406 

-257（-0.8%） 

(100.0） 
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９
 

っ
て
い
る
３
。
し
か
も
、
一
」
れ
ら
の
研
究
員
に
テ
ニ
ュ
ァ
が
与
え
ら
れ
る
こ
と
は
殆
ど

０
 

な
い
４
．
彼
ら
の
世
界
は
文
字
通
り
実
力
・
業
績
主
義
の
世
界
だ
と
い
っ
て
よ
い
で

あ
ろ
う
。
大
学
を
こ
の
よ
う
に
研
究
重
点
大
学
と
そ
う
で
な
い
大
学
に
分
け
る
政
策

は
、
ド
ー
キ
ン
ズ
・
プ
ラ
ン
に
基
づ
い
た
大
学
の
合
理
化
と
大
衆
化
の
過
程
で
出
て

き
た
も
の
で
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
は
そ
れ
ほ
ど
古
い
も
の
で
は
な
い
。

こ
の
よ
う
に
、
研
究
員
の
多
さ
が
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
大
学
の
一
特
徴
を
な
し
て

い
る
が
、
一
九
九
九
年
、
こ
れ
ら
の
者
を
含
め
た
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
大
学
教
員
の

総
数
は
三
二
、
四
○
六
人
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
の
大
学
教
員
を
職
位
別
に
み
た
の
が

表
２
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
る
と
助
教
授
以
上
が
六
、
六
二
六
人
（
二
○
％
）
、
上
級
講

師
八
、
一
一
四
人
（
二
五
％
）
、
講
師
一
一
、
一
一
一
○
二
人
（
一
一
一
五
％
）
、
講
師
以
下
が

六
、
一
一
一
六
四
人
（
二
○
％
）
で
あ
っ
た
４
．
こ
の
表
か
ら
、
と
り
あ
え
ず
次
の
一
一
一
つ
の

事
実
が
明
ら
か
に
な
る
。
ま
ず
第
一
は
、
そ
れ
ま
で
一
貫
し
て
増
え
つ
づ
け
て
き
た

大
学
教
員
の
数
が
、
’
九
九
六
年
を
境
に
減
少
し
始
め
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
全

体
で
は
一
九
九
七
年
に
○
・
三
％
、
九
八
年
に
一
・
七
％
、
九
九
年
に
○
・
八
％
、

ト
ー
タ
ル
で
こ
の
三
年
間
に
二
・
八
％
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
大
学
教
員
の
数
が
減
少

し
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

つ
ぎ
に
第
二
に
、
こ
の
減
ｈ
方
を
職
位
別
に
見
て
み
る
と
、
こ
の
間
の
変
化
が
よ

り
明
瞭
に
な
る
。
つ
ま
り
、
全
体
的
に
教
員
数
は
減
っ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

助
教
授
・
教
授
は
依
然
と
し
て
増
え
つ
づ
け
、
上
級
講
師
も
横
ば
い
状
態
に
あ
る
の

に
対
し
、
講
師
と
講
師
以
下
職
が
大
幅
に
減
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の

三
年
間
に
お
け
る
講
師
と
講
師
以
下
職
の
減
少
率
は
、
講
師
が
六
・
五
％
、
講
師
以

下
職
は
八
・
三
％
と
い
う
大
幅
な
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
こ
れ
ら
の
職
位
の

減
少
率
は
き
わ
め
て
高
く
、
こ
の
間
の
人
員
削
減
は
、
こ
れ
ら
講
師
及
び
講
師
以
下

職
等
の
下
位
職
弁
中
心
に
な
さ
れ
て
き
た
こ
と
が
わ
か
る
。

つ
ぎ
に
第
三
は
、
講
師
が
減
っ
て
、
助
教
授
・
教
授
と
講
師
以
下
職
が
増
え
て
い

る
と
い
う
、
こ
の
間
の
職
位
別
構
成
の
変
化
に
関
係
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
か
つ

て
は
教
員
全
体
の
四
○
％
以
上
券
占
め
、
一
九
八
九
年
で
も
な
お
三
九
％
存
占
め
て

い
た
講
師
は
、
九
九
年
に
は
三
五
％
ま
で
減
少
し
、
逆
に
、
八
九
年
に
は
そ
れ
ぞ
れ

一
七
％
、
一
八
％
だ
っ
た
助
教
授
以
上
層
と
講
師
以
下
職
層
は
、
九
九
年
に
は
い
ず

れ
も
二
○
％
に
増
え
て
い
る
。
こ
こ
か
ら
、
か
つ
て
は
大
学
教
員
の
最
大
グ
ル
ー
プ

◆
大
学
教
員
の
雇
用
の
安
定
性

つ
ぎ
に
、
大
学
教
員
の
雇
用
の
内
実
に
つ
い
て
見
て
み
よ
う
。
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

で
初
め
て
大
学
が
設
立
さ
れ
て
か
ら
、
第
二
次
世
界
大
戦
後
に
至
る
ま
で
、
大
学
教

員
の
雇
用
条
件
の
決
定
を
目
的
に
法
律
が
制
定
さ
れ
た
こ
と
は
な
く
、
ま
た
、
そ
れ

に
代
わ
る
規
則
が
定
め
ら
れ
る
こ
と
も
な
か
っ
た
。
大
学
自
治
や
学
問
の
自
由
保
障

の
一
環
と
し
て
、
大
学
教
員
の
採
用
や
雇
用
条
件
は
各
大
学
の
自
主
的
判
断
に
委
ね

ら
れ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
同
じ
高
等
教
育
機
関
で
も
性
格
を
異
に

す
る
Ｃ
Ａ
Ｅ
は
別
に
し
て
、
大
学
教
員
の
採
用
や
雇
用
条
件
を
法
的
に
規
制
す
る
も

の
と
し
て
は
、
コ
モ
ン
ロ
ー
上
の
雇
用
契
約
と
慣
行
が
そ
の
中
心
に
あ
っ
た
。

こ
の
よ
う
な
環
境
の
中
で
、
従
来
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
大
学
教
員
の
雇
用
は
き

わ
め
て
安
定
し
、
原
則
的
に
六
五
歳
の
定
年
ま
で
彼
ら
の
雇
用
は
「
保
障
」
さ
れ
て

い
た
と
い
っ
て
よ
い
。
通
常
、
大
学
で
雇
用
「
保
障
」
の
度
合
い
を
示
す
指
標
の
一

２
 

つ
と
さ
れ
る
も
の
に
テ
ニ
ュ
ァ
（
万
冒
忌
）
が
あ
る
４
．
チ
ュ
ー
タ
ー
や
講
師
等
の
下

位
職
で
入
職
し
、
そ
の
後
の
業
績
が
認
め
ら
れ
て
テ
ニ
ュ
ァ
が
付
与
さ
れ
た
場
合
、

そ
の
教
員
に
つ
い
て
は
原
則
と
し
て
そ
れ
以
降
の
業
績
評
価
は
免
除
さ
れ
、
他
方
で

は
、
そ
れ
が
大
学
教
員
の
自
由
な
意
見
表
明
や
、
ひ
い
て
は
学
問
の
自
由
を
保
障
す

る
一
手
段
と
考
え
ら
れ
て
き
た
も
の
で
あ
る
。
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
大
学
教
員
の
雇
用

は
こ
の
テ
ニ
ュ
ア
を
基
本
に
成
り
立
ち
、
教
員
に
対
し
て
幅
広
く
テ
ニ
ュ
ァ
を
与
え

る
と
い
う
の
が
従
来
の
一
般
的
な
慣
行
で
あ
っ
た
。
そ
の
結
果
が
六
五
歳
の
定
年
ま

で
の
雇
用
「
保
障
」
と
な
っ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
ひ
と
た
び
講
師
と
し
て
採
用

さ
れ
る
と
、
勤
続
年
数
に
従
っ
て
上
級
講
師
ま
で
の
昇
進
は
ほ
ぼ
自
動
的
に
な
さ
れ

３
 

て
い
た
と
い
っ
て
よ
い
４
。

し
か
し
な
が
ら
そ
の
よ
う
な
中
で
、
上
級
講
師
か
ら
助
教
授
へ
の
昇
進
で
は
厳
し

い
業
績
・
人
物
評
価
が
な
さ
れ
、
ま
た
、
教
授
職
に
つ
い
て
は
殆
ど
が
公
募
に
よ
る

外
部
か
ら
の
採
用
が
原
則
と
さ
れ
、
内
部
昇
進
は
限
ら
れ
た
場
合
に
し
か
み
ら
れ
な

か
っ
た
こ
と
も
事
実
で
あ
る
鰹
。
こ
の
よ
う
に
、
テ
ー
ー
ュ
ア
を
持
っ
て
い
る
か
ど
う
か

が
、
大
学
教
員
の
雇
用
保
障
の
程
度
を
示
す
一
つ
の
指
標
と
な
っ
て
き
た
。
た
だ
し
、

で
あ
っ
た
中
間
層
の
講
師
が
減
っ
て
、
こ
れ
が
助
教
授
・
教
授
等
の
上
位
職
と
講
師

以
下
職
等
の
下
位
職
に
分
化
す
る
傾
向
が
み
て
と
れ
る
。
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◆
テ
ニ
ュ
ァ
保
有
率
の
低
下
と
有
期
雇
用
・
パ
ー
ト
化
の
進
行

以
上
見
た
よ
う
な
安
定
的
な
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
大
学
教
員
の
雇
用
は
、
一
九
八

○
年
代
後
半
以
降
の
大
学
改
革
の
中
で
大
き
く
変
わ
っ
て
い
っ
た
。
そ
の
こ
と
を
確

認
す
る
た
め
に
、
つ
ぎ
に
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
大
学
教
員
の
テ
ニ
ュ
ア
保
有
率
の

現
状
と
近
年
の
変
化
を
検
討
し
、
つ
づ
い
て
有
期
雇
用
や
パ
ー
ト
タ
イ
ム
の
実
態
に

つ
い
て
も
見
て
み
よ
う
。

ま
ず
、
近
年
の
テ
ニ
ュ
ァ
保
有
状
況
を
見
て
み
る
と
表
３
の
と
お
り
で
あ
る
。
テ

ニ
ュ
ァ
を
持
っ
て
い
る
教
員
〈
扇
。
目
昌
一
の
国
曰
８
昌
国
目
）
『
）
の
比
率
は
、
一
九
九７
 

六
年
度
で
全
体
の
五
六
％
、
有
期
契
約
者
（
」
冒
旨
已
扇
目
８
具
国
呂
）
１
が
四
二
％
４
，

８
 

そ
の
他
（
・
夢
の
［
訂
目
８
コ
目
：
」
が
二
％
と
な
っ
て
い
る
４
。
先
に
み
た
一
九
八

○
年
代
初
頭
の
数
値
と
比
べ
る
と
、
テ
ニ
ュ
ア
保
有
率
が
大
幅
に
低
下
し
て
い
る
の

が
わ
か
る
。
全
体
で
八
○
％
近
く
に
達
し
て
い
た
テ
ニ
ュ
ァ
保
有
率
は
、
そ
の
後
一

○
数
年
を
経
て
六
○
％
を
大
き
く
割
り
込
む
ま
で
に
低
下
し
た
。
こ
う
し
た
状
況
は

職
位
別
の
変
化
を
見
て
み
る
と
よ
り
明
瞭
に
な
る
。
従
来
は
、
実
質
的
に
殆
ど
（
九

九
％
）
が
テ
ニ
ュ
ァ
を
得
て
い
た
助
教
授
・
教
授
で
す
ら
、
い
ま
で
は
保
有
率
が
八

○
％
以
下
に
ま
で
低
下
し
て
い
る
。
こ
れ
は
上
級
講
師
に
つ
い
て
も
同
様
で
あ
る
。

判
例
や
労
使
関
係
委
員
会
の
出
す
裁
定
で
は
、
テ
ニ
ュ
ア
は
単
な
る
大
学
内
で
の
雇

用
慣
行
に
過
ぎ
ず
、
雇
用
「
保
障
」
と
い
う
意
味
で
、
何
ら
か
の
特
別
な
法
的
拘
束

５
 

力
を
持
つ
も
の
で
は
な
い
と
解
さ
れ
て
い
る
４
．

こ
の
よ
う
な
観
点
か
ら
、
過
去
に
お
け
る
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
大
学
教
員
の
テ
ニ
ュ

ァ
保
有
状
況
を
見
て
み
る
と
、
講
師
以
上
の
ポ
ス
ト
、
つ
ま
り
は
大
学
教
員
の
圧
倒

的
大
多
数
が
テ
ニ
ュ
ァ
を
得
て
い
た
と
い
っ
て
よ
い
。
た
と
え
ば
一
九
八
二
年
時
点

に
お
け
る
職
位
別
の
テ
ニ
ュ
ァ
保
有
（
訂
目
忌
ｅ
率
を
み
る
と
、
助
教
授
以
上
が
九

八
・
七
％
、
上
級
講
師
で
九
八
・
一
％
と
非
常
に
高
く
、
講
師
で
も
八
○
・
四
％

と
か
な
り
の
水
準
に
達
し
て
い
た
。
ま
た
、
チ
ュ
ー
タ
ー
等
の
講
師
以
下
職
で
も
、

６
 

一
一
○
％
近
く
が
テ
ニ
ュ
ァ
を
与
え
ら
れ
る
と
い
う
状
況
に
あ
っ
た
４
。
こ
う
し
て
博
士

課
程
の
大
学
院
生
が
多
く
を
占
め
る
チ
ュ
ー
タ
ー
を
除
く
と
、
テ
ニ
ュ
ア
保
有
率
は

き
わ
め
て
高
く
、
教
員
全
体
で
も
八
割
近
く
が
テ
ニ
ュ
ァ
を
得
る
と
い
う
状
況
に
あ

っ
た
。

表３ 雇用契約形態別大学教員数と棡成比（1996年）

資料出所：ClareBurton,GenderEquib'jnAustrnlianUhilﾉ巴面b'StajHZ]giDEErYA1997の189頁にある表１－４
から作成。

注：１［］内の数字は各職位内の雇用契約形態別構成比を、（）内の数字は各雇用契約形態内の職位間構成比
を示す。

２.テニュアはtenumbleの、有期契約はlimitedtermcontractの訳。

助教授以上

(レベルＤ＆E）

上級講師

(レベルＣ）

講師

(レベルＢ）

講師以下

(レベルA）

計

計 6,201 

[100.0］ (18.6） 

8,124 

[100.0］ (24.4） 

12,067 

[100.0］ (36.2） 

6,922 

[100.0］ (20.8） 

33,314 

[100.0］ (100.0） 

テニュァ 4,869 

[78.5］ (26.1） 

6,416 

[79.0］ (34.4） 

6,622 

[5409］ (35.5） 

752 

[10.9］ (4.0） 

18,659 

[56.0］！(100.0） 

有期契約 1,301 

[21.0］ (9.3） 

1,635 

[20.1］ (11.7） 

5,269 

[43.7］ (37.6） 

5,823 

[84.1］ (41.5） 

14,028 

[42.1］ (100.0） 

その他 3１ 

[0.5］ (4.9） 

7３ 

[0.9］ (11.6） 

176 

[1.5］ (28.1） 

347 

[5.0］ (55.3） 

627 

[1.9］ (100.0） 
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ま
た
、
か
っ
て
は
八
○
％
台
だ
っ
た
講
師
の
テ
ニ
ュ
ア
保
有
率
は
、
五
五
％
ま
で
二

○
数
ポ
イ
ン
ト
も
低
下
し
た
。
さ
ら
に
、
講
師
以
下
職
に
な
る
と
、
か
つ
て
二
○
％

近
く
あ
っ
た
テ
ニ
ュ
ア
比
率
は
一
○
％
台
へ
と
ほ
ぼ
半
減
し
て
い
る
。
一
方
、
こ
の

よ
う
に
テ
ニ
ュ
ァ
比
率
が
低
下
し
た
分
、
有
期
契
約
が
増
加
し
た
。
有
期
契
約
比
率

は
全
体
で
四
二
％
に
上
り
、
助
教
授
・
教
授
で
も
二
○
％
を
超
え
る
ま
で
に
な
っ
て

９
 

い
る
４
。

こ
の
よ
う
な
テ
ニ
ュ
ア
比
率
の
低
下
、
有
期
雇
用
の
増
大
と
い
う
一
般
的
な
傾
向

に
つ
い
て
は
、
若
干
の
補
足
が
必
要
で
あ
ろ
う
。
｜
つ
は
、
先
に
述
べ
た
よ
う
に
、

研
究
員
が
か
な
り
の
比
率
を
占
め
る
研
究
重
点
大
学
で
は
、
こ
れ
ら
研
究
員
は
テ
ニ

ュ
ア
を
与
え
ら
れ
る
こ
と
は
殆
ど
な
い
こ
と
か
ら
、
実
際
に
授
業
を
担
当
す
る
教
員

の
テ
ニ
ュ
ア
比
率
は
そ
れ
だ
け
高
く
な
る
で
あ
ろ
う
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
も
う
一

つ
は
、
い
ま
見
た
テ
ニ
ュ
ア
比
率
は
一
九
九
六
年
時
点
で
の
も
の
だ
と
い
う
こ
と
で

あ
る
。
大
学
教
職
員
の
雇
用
に
最
も
大
き
な
変
化
が
生
じ
た
の
は
、
一
九
九
六
年
の

政
権
交
代
で
保
守
政
権
が
成
立
し
て
以
降
の
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
後
の
規
制
緩
和
政

策
と
大
学
予
算
の
大
幅
削
減
こ
そ
、
大
学
教
職
員
の
雇
用
に
影
響
を
も
た
ら
し
た
最

大
の
原
因
だ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
大
学
が
人
件
費
の
節
約
を
目
的
に
、
政
策
的
に
テ

ニ
ュ
ア
を
減
ら
し
て
有
期
雇
用
や
パ
ー
ト
・
カ
ジ
ュ
ア
ル
を
多
用
す
る
よ
う
に
な
っ
た

の
は
、
一
九
九
六
年
以
降
の
こ
と
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
そ
れ
以
降
、
テ
ニ
ュ
ァ

比
率
は
低
下
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
先
の

テ
ニ
ュ
ア
比
率
を
見
る
と
き
、
こ
れ
ら
二
つ
の
相
反
す
る
要
因
を
考
慮
す
る
必
要
が

あ
ろ
う
。

つ
ぎ
に
、
フ
ル
タ
イ
ム
と
パ
ー
ト
タ
イ
ム
に
つ
い
て
も
簡
単
に
見
て
み
よ
う
。
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
政
府
の
統
計
は
こ
れ
に
フ
ル
タ
イ
ム
と
フ
ラ
ク
シ
ョ
ナ
ル
・
フ
ル
タ
イ
ム

（
印
、
日
自
己
国
昌
と
ヨ
の
１
以
下
、
Ｆ
Ｆ
Ｔ
と
略
す
）
と
い
う
概
念
を
使
っ
て
い
る

０
 

が
、
後
者
は
一
般
的
に
パ
ー
ト
タ
イ
ム
と
呼
ば
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
５
．
こ
れ
に
つ

い
て
現
状
を
見
た
の
が
表
４
で
あ
る
。
こ
こ
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、
フ
ル
タ
イ
ム
が

七
七
％
と
圧
倒
的
に
多
く
、
つ
い
で
時
間
単
位
で
雇
わ
れ
、
し
た
が
っ
て
賃
金
も
時

間
単
位
で
計
算
さ
れ
る
カ
ジ
ュ
ア
ル
（
８
巴
巨
）
が
一
六
％
、
残
り
が
Ｆ
Ｆ
Ｔ
（
パ

ー
ト
）
で
七
％
と
な
っ
て
い
る
５
．
こ
れ
で
見
る
と
フ
ル
タ
イ
ム
比
率
の
高
さ
が
目
立

つ
が
、
こ
こ
で
い
う
フ
ル
タ
イ
ム
が
日
本
の
専
任
を
意
味
す
る
も
の
で
な
い
こ
と
に
注

勤務時間形態別教員数とその割合(1998年）

従
来
、
最
初
は
研
究
助
手
や
チ

ュ
ー
タ
ー
と
し
て
大
学
教
員
の
キ
ャ
リ
ア
を
開
始
し
、
そ
こ
で
の
経
験
と
実
績
を
も

と
に
パ
ー
ト
や
フ
ル
タ
イ
ム
で
の
有
期
契
約
の
講
師
に
昇
格
し
、
や
が
て
は
テ
ニ
ュ
ァ

を
得
る
と
い
う
の
が
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
大
学
教
員
の
一
般
的
な
キ
ャ
リ
ア
形
成

の
仕
方
で
あ
っ
た
。
パ
ー
ト
の
一
大
供
給
源
は
大
学
院
生
で
、
し
か
も
入
職
口
と
し

て
の
チ
ュ
ー
タ
ー
の
採
用
は
学
部
長
の
裁
量
で
な
さ
れ
る
こ
と
が
多
く
、
カ
ジ
ュ
ア
ル

や
パ
ー
ト
の
場
合
は
特
に
そ
う
で
あ
っ
た
夢
た
だ
、
日
本
の
大
学
と
比
べ
る
と
、
オ

ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
大
学
に
は
永
年
非
常
勤
的
な
性
格
の
講
師
た
ち
は
き
わ
め
て
希
で

あ
る
。

非
常
勤
講
師
の
多
く
を
大
学
院
生
に
依
存
す
る
体
制
は
い
ま
も
依
然
と
し
て
残
っ

て
い
る
が
、
し
か
し
、
彼
ら
に
い
ま
述
べ
た
よ
う
な
形
で
の
キ
ャ
リ
ア
昇
進
を
提
供
で

き
る
状
況
は
す
で
に
な
い
。
従
来
で
あ
れ
ば
テ
ニ
ュ
ァ
を
得
て
当
然
と
思
わ
れ
る
講
師

た
ち
が
、
い
ま
は
有
期
契
約
の
講
師
と
し
て
契
約
更
新
を
繰
り
返
す
ケ
ー
ス
が
増
え

て
い
る
。
む
し
ろ
そ
の
方
が
一
般
的
と
い
っ
て
よ
い
か
も
知
れ
な
い
。
政
府
の
予
算

削
減
に
よ
っ
て
、
大
学
が
部
分
的
な
独
立
採
算
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
大

学
側
が
非
常
勤
や
有
期
契
約
を
増
や
し
て
テ
ニ
ュ
ア
を
減
ら
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
人

表４

資料出所：DETYA1UmversityStaifl989tol99８１，
HigherEducationSeries,ReportNo.35,June 
l999の付属資料から作成。

注：１.教員数はＦＴＥ（Fnll-tjmeEquivalence）
を示す。

２.一般的にいうパートだと考えればよい。

意
が
必
要
で
あ
る
。
そ
れ
に
は
多
く

の
フ
ル
タ
イ
ム
の
有
期
契
約
者
（
日

本
の
任
期
制
教
員
）
が
含
ま
れ
て

い
る
か
ら
で
あ
る
。
す
で
に
表
３
で

も
見
た
よ
う
に
、
こ
れ
ら
有
期
契
約

者
は
教
員
全
体
の
四
○
％
以
上
に

上
っ
て
い
る
。
ま
た
、
オ
ー
ス
ト
ラ

リ
ア
の
パ
ー
ト
（
Ｆ
Ｆ
Ｔ
）
は
雇

用
・
労
働
条
件
の
設
定
・
保
護
と

い
う
点
で
日
本
の
非
常
勤
と
は
根
本

的
に
異
な
り
、
保
護
の
水
準
が
非

常
に
高
い
。
し
た
が
っ
て
日
本
の
非

常
勤
に
近
い
の
は
カ
ジ
ュ
ア
ル
だ
け

２
 

と
い
っ
て
よ
い
５
。

教員数 割合(%）

フルタイム 27,557 76.4 

ＦＦＴ（パート） 2,592 7.2 

カジュアル 5,911 16.4 

計 36,060 100.0 
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2７ 

◆
大
学
教
員
の
三
分
の
一
以
上
は
女
性

日
本
の
大
学
の
教
員
構
成
と
比
較
す
る
と
き
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
大
学
が
も
つ

最
も
大
き
な
特
徴
の
一
つ
は
、
女
性
教
員
の
多
さ
、
そ
の
比
率
の
高
さ
で
あ
ろ
う
。

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
現
状
を
み
る
前
に
、
参
考
ま
で
に
海
外
諸
国
の
状
況
を
見
て
お

こ
う
。
日
独
英
仏
中
の
五
カ
国
比
較
で
、
高
等
教
育
機
関
の
教
員
に
占
め
る
女
性
比

率
を
見
て
み
る
と
、
日
本
一
四
・
六
％
二
九
九
六
年
）
、
ド
イ
ツ
一
八
・
○
％

（
九
一
年
、
た
だ
し
旧
西
独
）
、
イ
ギ
リ
ス
二
一
一
一
・
六
％
（
九
三
年
）
、
ア
メ
リ
カ
二

八
・
七
％
（
八
七
年
）
、
フ
ラ
ン
ス
二
九
・
一
％
（
九
三
年
）
、
中
国
一
二
二
・
一
％

５
 

（
九
四
年
）
で
あ
っ
た
５
．
一
」
れ
に
対
し
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
大
学
で
は
全
教
員
の

三
五
％
を
女
性
が
占
め
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
国
々
と
比
較
し
て
も
か
な
り
の
高
水
準

に
あ
る
と
い
っ
て
よ
い
夢
し
か
し
、
同
時
に
、
こ
の
比
率
は
職
位
に
よ
っ
て
大
き
く

異
な
っ
て
い
る
の
も
事
実
で
あ
る
。
講
師
以
下
職
で
女
性
は
す
で
に
過
半
数
を
超
え

て
い
る
も
の
の
、
そ
の
比
率
は
上
位
職
に
い
く
に
し
た
が
っ
て
低
下
す
る
。
た
と
え
ば

講
師
で
は
な
お
四
三
％
の
高
率
を
維
持
し
て
い
る
が
、
上
級
講
師
に
な
る
と
二
七
％
、

７
 

そ
し
て
助
教
授
以
上
で
は
一
五
％
と
次
第
に
低
く
な
っ
て
い
く
二
・
。

女
性
比
率
の
低
さ
と
い
う
点
に
関
し
て
言
え
ば
、
そ
れ
は
理
事
（
勺
８
気
、
：
夛
自
‐

８
旨
１
や
副
学
長
（
急
・
閃
写
９
８
臣
・
『
）
等
の
上
級
管
理
職
に
も
当
て
は
ま
る
詔
。

し
か
し
興
味
深
い
こ
と
に
、
こ
れ
ら
副
学
長
や
理
事
に
占
め
る
女
性
比
率
は
、
助
教

授
・
教
授
の
そ
れ
よ
り
も
高
い
。
各
大
学
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
副
学
長
に
つ
い
て
見

て
み
た
と
こ
ろ
、
女
性
が
副
学
長
の
大
学
は
ア
デ
レ
ー
ド
大
学
、
マ
ッ
コ
ー
リ
ー
大

学
、
西
シ
ド
ニ
ー
大
学
、
ニ
ュ
ー
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
大
学
、
エ
デ
ィ
ス
・
コ
ー
ワ
ン
大

学
で
あ
っ
た
が
、
連
邦
副
学
長
会
に
よ
る
と
そ
の
比
率
は
一
六
％
で
、
ま
た
、
理
事

９
 

に
つ
い
て
は
こ
れ
よ
り
も
ず
っ
と
高
く
一
一
六
％
と
な
っ
て
い
る
５
．
こ
れ
ら
を
前
提
に

す
る
と
、
海
外
諸
国
と
比
較
し
て
も
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
大
学
教
員
に
占
め
る
女

性
比
率
は
、
か
な
り
の
水
準
に
達
し
て
い
る
と
言
っ
て
も
よ
い
で
あ
ろ
う
。

件
費
の
節
約
を
図
る
よ
う
な
人
事
政
策
を
採
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
か
ら
で
あ
る
。
連

邦
高
等
教
育
教
職
員
組
合
（
三
目
目
巴
忌
冨
ご
巴
巨
○
目
・
コ
ロ
ョ
目
）
や
大
学
院

生
の
団
体
が
こ
う
し
た
事
態
に
関
心
を
寄
せ
始
め
た
の
は
、
当
然
の
こ
と
だ
っ
た
と

い
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
鼎

終
わ
り
に

以
上
見
て
き
た
よ
う
に
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
大
学
教
員
の
雇
用
は
、
通
俗
的
な

意
味
で
の
終
身
雇
用
と
い
う
点
か
ら
言
え
ば
、
日
本
の
大
学
と
同
じ
く
終
身
雇
用
的

で
あ
っ
た
。
い
や
、
か
つ
て
は
講
師
以
上
の
九
○
％
近
く
、
全
教
員
で
み
て
も
八

○
％
近
く
が
テ
ニ
ュ
ァ
を
得
て
い
た
こ
と
、
し
か
も
こ
れ
が
非
常
勤
も
含
め
た
全
体

の
数
字
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
膨
大
な
数
の
非
常
勤
講
師
に
依
存
し
、
彼
ら

の
存
在
な
し
に
は
そ
の
存
立
が
考
え
ら
れ
な
い
日
本
の
大
学
と
は
比
較
に
な
ら
な
い

ほ
ど
、
雇
用
保
障
が
確
保
さ
れ
て
い
た
と
い
っ
て
よ
い
。
違
い
は
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ

し
か
し
、
以
前
か
ら
こ
の
よ
う
な
状
態
が
実
現
さ
れ
て
い
た
の
で
は
な
い
。
先
に

見
た
よ
う
に
、
歴
史
的
に
み
れ
ば
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
大
学
で
女
性
に
対
す
る
差

別
的
な
入
学
制
限
が
撤
廃
さ
れ
た
の
は
、
か
な
り
早
い
時
期
で
あ
っ
た
。
し
か
し
第

二
次
世
界
大
戦
後
に
な
っ
て
も
女
性
教
員
の
数
は
少
な
く
、
一
九
六
○
年
代
以
降
の

大
学
拡
充
期
に
入
っ
て
か
ら
で
も
状
況
に
大
き
な
変
化
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
。
そ
の

よ
う
な
中
で
、
女
性
の
教
授
、
学
部
長
が
登
場
す
る
に
は
今
世
紀
半
ば
ま
で
待
た
な

け
れ
ば
な
ら
ず
、
一
九
七
四
年
に
な
っ
て
も
、
全
国
で
九
三
九
人
い
た
教
授
の
う
ち

女
性
は
わ
ず
か
一
三
人
（
一
・
四
％
）
と
い
う
少
な
さ
で
あ
っ
た
印
。
こ
の
よ
う
な
状

況
を
考
え
る
と
、
一
九
八
○
年
代
以
降
の
変
化
に
は
実
に
目
覚
ま
し
い
も
の
が
あ
っ

た
、
と
い
っ
て
よ
い
。

そ
れ
で
は
、
教
員
に
占
め
る
女
性
比
率
が
こ
の
よ
う
に
大
き
く
上
昇
し
た
の
は
何

故
で
あ
ろ
う
か
。
そ
の
理
由
と
し
て
は
、
①
全
体
的
に
女
子
学
生
が
増
え
、
大
学
教

員
予
備
軍
の
母
集
団
に
占
め
る
女
性
の
比
率
が
上
昇
し
た
こ
と
、
そ
れ
を
背
景
に
、

②
一
九
八
○
年
代
に
連
邦
政
府
の
政
策
に
基
づ
い
て
大
学
が
禰
極
的
差
別
是
正
策

（
ア
フ
ァ
ー
マ
テ
イ
ブ
・
ア
ク
シ
ョ
ン
）
を
講
じ
、
そ
れ
が
着
実
に
効
果
を
上
げ
て
き

た
こ
と
、
等
が
考
え
ら
れ
る
。
後
者
に
関
し
て
い
う
と
、
そ
の
結
果
と
し
て
、
多
く

の
大
学
で
は
今
で
も
着
実
に
女
性
比
率
は
上
昇
し
て
お
り
、
そ
れ
は
全
国
的
な
傾
向

と
な
っ
て
い
る
。
現
在
、
講
師
以
下
職
で
女
性
は
す
で
に
過
半
数
を
超
え
、
講
師
で

も
四
割
以
上
を
占
め
る
に
至
っ
て
い
る
こ
と
、
そ
し
て
こ
れ
ら
の
者
が
や
が
て
は
助
教

授
、
教
授
へ
と
昇
進
し
て
い
く
と
予
想
さ
れ
る
こ
と
等
を
考
え
る
と
、
や
が
て
上
位

職
で
も
女
性
が
相
当
の
比
率
を
占
め
る
よ
う
に
な
る
も
の
と
推
測
さ
れ
る
６
。
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2８ 

ア
で
は
、
助
教
授
か
ら
教
授
へ
の
昇
進
で
厳
し
い
業
績
評
価
に
基
づ
い
た
競
争
原
理

が
作
用
し
て
い
た
こ
と
、
ま
た
、
こ
の
よ
う
に
雇
用
保
障
が
確
か
で
あ
る
に
も
か
か
わ

２
 

ら
ず
、
教
員
の
移
動
率
が
高
か
っ
た
と
い
う
点
に
あ
る
６
。

と
こ
ろ
が
、
こ
の
よ
う
な
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
大
学
教
員
の
雇
用
環
境
は
、
い
ま

大
き
く
変
わ
り
つ
つ
あ
る
。
｜
方
で
は
教
員
の
テ
ニ
ュ
ァ
保
有
率
が
大
幅
に
低
下
し
、

他
方
で
は
有
期
雇
用
や
カ
ジ
ュ
ア
ル
、
パ
ー
ト
が
増
加
し
た
。
こ
れ
は
大
学
が
そ
の

よ
う
な
人
事
・
雇
用
政
策
を
と
り
、
そ
れ
に
よ
っ
て
人
件
費
の
節
約
を
図
ろ
う
と
し

た
結
果
で
あ
る
。
こ
う
し
た
状
況
の
下
で
大
学
教
員
を
対
象
と
し
た
人
員
削
減
も
進

め
ら
れ
、
一
九
九
七
年
以
降
そ
れ
は
統
計
数
値
に
も
現
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の

過
程
で
、
こ
の
人
員
削
減
は
定
年
退
職
等
に
よ
る
自
然
減
に
よ
る
も
の
だ
け
で
な
く
、

最
近
は
余
剰
教
員
の
強
制
解
雇
ま
で
が
現
実
化
し
て
き
た
Ｐ

こ
の
よ
う
な
雇
用
環
境
の
変
化
を
も
た
ら
し
た
要
因
は
様
々
で
あ
る
が
、
ま
ず
第

一
に
、
そ
れ
が
一
九
八
○
年
代
後
半
か
ら
始
ま
っ
た
労
働
党
政
権
下
の
大
学
改
革
を

一
大
契
機
と
し
て
い
る
こ
と
、
第
二
に
、
一
九
九
六
年
の
政
権
交
代
で
保
守
連
合
が

政
権
に
就
い
た
が
、
規
制
緩
和
政
策
の
モ
デ
ル
ヶ
ー
ス
と
し
て
大
学
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト

に
定
め
、
政
策
を
遂
行
し
て
き
た
こ
と
、
第
三
に
、
そ
し
て
こ
れ
が
よ
り
直
接
的
な

影
響
を
与
え
た
の
で
あ
る
が
、
規
制
緩
和
の
一
環
と
し
て
連
邦
政
府
が
大
学
予
算
を

大
幅
に
削
減
し
、
大
学
側
も
そ
れ
に
基
づ
い
た
雇
用
・
人
事
政
策
を
推
進
し
て
き
た

こ
と
、
等
で
あ
っ
た
。
テ
ニ
ュ
ア
比
率
の
低
下
や
有
期
雇
用
化
、
パ
ー
ト
化
の
進
行

と
い
っ
た
事
態
は
す
で
に
労
働
党
政
権
下
で
生
じ
て
い
た
が
、
雇
用
削
減
が
具
体
化

し
た
の
は
一
九
九
六
年
の
政
権
交
代
に
伴
う
政
策
転
換
以
降
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
う

し
て
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
大
学
教
員
の
雇
用
環
境
は
、
こ
こ
一
○
年
余
り
の
間
に
犬

蛇
足
な
が
ら
、
最
後
に
少
し
だ
け
ア
メ
リ
カ
に
言
及
し
て
お
く
。
日
本
で
比
較
に

出
さ
れ
る
の
は
常
に
ア
メ
リ
カ
だ
か
ら
で
あ
る
。
ア
メ
リ
カ
の
大
学
で
は
一
般
商
品
市

場
と
同
じ
く
、
大
学
教
員
の
労
働
市
場
で
も
厳
し
い
競
争
原
理
が
支
配
し
、
助
教
授

か
ら
準
教
授
へ
の
昇
進
、
準
教
授
か
ら
教
授
へ
の
昇
進
時
点
で
厳
し
い
業
絞
評
価
が

な
さ
れ
、
テ
ニ
ュ
ア
を
持
っ
て
い
る
の
は
準
教
授
、
教
授
を
中
心
と
し
た
一
部
の
教

員
だ
け
で
、
そ
れ
以
外
の
者
は
テ
ニ
ュ
ア
穫
得
を
目
指
し
て
熾
烈
な
競
争
を
繰
り
広

げ
る
。
そ
の
中
で
な
さ
れ
る
厳
し
い
業
績
評
価
が
ア
メ
リ
カ
の
高
い
学
問
水
準
の
維

き
な
変
貌
を
遂
げ
た
。

持
を
可
能
に
し
て
い
る
と
言
わ
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
理
解
が
ど
こ
ま
で

事
実
を
伝
え
て
い
る
か
に
つ
い
て
は
、
疑
問
が
な
い
わ
け
で
は
な
い
。
近
年
の
統
計

で
も
ア
メ
リ
カ
の
大
学
教
員
の
テ
ニ
ュ
ァ
保
有
率
は
き
わ
め
て
高
い
か
ら
で
あ
る
。

ア
メ
リ
カ
の
大
学
教
授
の
テ
ニ
ュ
ァ
保
有
率
は
、
教
授
で
九
七
％
、
準
教
授
で
八

五
％
と
き
わ
め
て
高
く
、
助
教
授
で
は
一
六
％
と
下
が
る
が
、
教
員
全
体
で
は
六

四
％
に
上
る
。
し
か
も
将
来
の
テ
ニ
ュ
ア
付
与
を
見
込
ん
だ
採
用
に
な
る
と
そ
の
比

率
は
格
段
に
上
昇
し
、
教
授
で
九
九
％
、
準
教
授
で
九
七
％
、
助
教
授
で
も
八

六
％
、
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
で
す
ら
三
五
％
に
上
り
、
全
体
で
も
八
八
％
の
高
率
に

達
す
る
（
数
値
は
い
ず
れ
も
一
九
九
五
年
）
。
し
か
も
こ
の
比
率
は
近
年
上
昇
傾
向

に
あ
る
と
さ
れ
る
鼎
も
っ
と
も
、
テ
ニ
ュ
ア
見
込
み
で
採
用
さ
れ
た
が
実
際
に
は
テ

ニ
ュ
ア
が
与
え
ら
れ
な
か
っ
た
、
と
い
う
者
が
ど
れ
く
ら
い
い
る
の
か
は
明
ら
か
で
な

い
。
そ
れ
に
し
て
も
、
低
賃
金
で
し
か
も
雇
用
の
不
安
定
な
非
常
勤
講
師
が
日
本
で

い
か
に
多
い
か
を
考
え
る
と
、
雇
用
「
保
障
」
と
い
う
点
か
ら
し
て
、
ア
メ
リ
カ
の

大
学
は
日
本
と
は
比
較
す
べ
く
も
な
い
。
ま
た
、
こ
う
し
た
ア
メ
リ
カ
の
状
況
は
、
規

制
緩
和
の
流
れ
の
中
で
、
近
年
テ
ニ
ュ
ァ
保
有
率
が
一
貫
し
て
低
下
し
て
い
る
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
と
も
好
対
照
を
な
す
。

大
学
と
い
う
狭
い
場
面
の
こ
と
と
は
い
え
、
か
つ
て
手
厚
く
労
働
者
の
雇
用
保
誠

を
制
度
化
し
て
き
た
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
大
学
で
雇
用
が
急
速
に
不
安
定
化
し
、
市

場
原
理
万
能
の
ア
メ
リ
カ
で
雇
用
保
護
が
進
行
し
つ
つ
あ
る
と
い
う
逆
説
に
は
興
味

深
い
も
の
が
あ
る
。
日
本
の
大
学
教
員
の
雇
用
弁
考
え
る
場
合
、
こ
れ
ら
二
国
の
事

情
は
十
分
参
考
に
な
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

１
、
本
稿
は
、
一
九
九
九
年
春
の
社
会
政
策
学
会
第
九
八
回
大
会
に
お
い
て
、
自
由
論

題
の
一
部
と
し
て
行
っ
た
報
告
｛
教
育
の
規
制
緩
和
と
大
学
教
員
の
労
使
関
係
ｌ
大

学
教
員
の
解
雇
が
現
実
化
し
て
い
る
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
を
一
例
と
し
て
Ｉ
」
）
の
内
容

を
拡
大
し
、
そ
の
一
部
と
し
て
独
立
さ
せ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
中
で
本
稿
は
序
章
に

相
当
す
る
部
分
を
扱
っ
た
も
の
で
あ
る
。
大
学
の
雇
用
環
境
の
変
化
と
解
雇
が
現
実
化

注
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2９ 
し
て
い
る
具
体
的
な
状
況
に
つ
い
て
は
、
近
く
発
表
予
定
の
「
雇
用
環
境
の
変
化
と
大

学
教
員
」
〈
法
政
大
学
法
学
部
「
法
学
志
林
」
）
第
九
七
巻
三
号
、
二
○
○
○
年
一
一
一
月

刊
行
予
定
〉
を
参
照
さ
れ
た
い
。

２
、
一
九
九
九
年
二
月
二
○
日
付
朝
日
新
聞
記
事
「
受
験
生
諸
君
入
学
金
ダ
ダ
」
）
。

３
、
経
済
企
画
庁
経
済
研
究
所
は
、
私
立
大
学
で
は
授
業
料
四
割
値
下
げ
時
代
が
来
る

と
い
う
試
算
を
し
て
い
る
（
山
口
栄
二
「
私
立
大
授
業
料
四
割
値
下
げ
時
代
到
来
？
」

「
週
刊
朝
日
」
一
九
九
九
年
二
月
一
二
日
号
）
。

４
、
中
村
忠
一
「
二
○
○
○
年
度
版
危
な
い
大
学
」
一
二
五
館
、
一
九
九
九
年
、
第
一
一

章
。

５
、
伊
東
謙
治
「
二
○
○
四
年
、
地
方
私
大
が
続
々
倒
産
！
」
「
週
刊
読
売
」
二
○
○

○
年
二
月
二
七
日
号
。

６
、
山
口
栄
二
「
破
綻
大
学
学
生
の
た
め
の
受
け
皿
機
関
榊
想
」
「
週
刊
朝
日
」
一

九
九
九
年
一
二
月
二
四
日
号
。

７
、
山
口
栄
二
「
え
っ
！
あ
の
東
大
教
授
に
退
官
後
、
再
就
職
の
口
が
な
い
」
週
刊
朝

日
一
九
九
九
年
二
月
二
六
日
号
。

８
、
山
口
栄
二
「
大
学
非
常
勤
講
師
の
リ
ス
ト
ラ
地
獄
」
「
週
刊
朝
日
」
二
○
○
○
年

二
月
二
日
号
。

９
、
シ
息
耳
昌
目
図
巨
８
画
・
ロ
巨
后
日
呂
・
ロ
巴
タ
ロ
ニ
陣
ご
号
ヨ
ニ
ロ
、
ご
里
寅
】
邉
溪
弓
』
Ｃ

陣
曽
‐
圏
・
技
術
教
育
や
噸
業
教
育
に
関
す
る
日
本
語
の
資
料
と
し
て
は
、
や
や
古
い
が

河
村
正
彦
「
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
－
高
等
技
術
教
育
の
め
ざ
ま
し
い
発
展
」
海
外
教
育

問
題
研
究
会
編
「
現
代
海
外
教
育
シ
リ
ー
ズ
三
職
業
・
労
働
教
育
」
ぎ
よ
う
せ
い
、

一
九
八
一
年
が
あ
る
。

、
、
前
掲
Ａ
Ｅ
Ｉ
資
料
。

ｕ
、
□
の
ご
胃
目
の
具
Ｃ
｛
国
昌
一
Ｃ
竜
目
の
具
固
目
の
畳
○
コ
目
ロ
日
田
目
后
ｅ
胃
己
珸
忘
号
ご
巴

騨
省
目
目
聾
５
口
菖
自
思
召
ｑ
陣
昔
日
耳
冒
粁
・
貝
ン
の
鼠
］
患
い
も
．
］
＄
・

胆
、
□
の
ご
閏
目
の
昌
・
『
両
目
○
畳
・
Ｐ
向
日
ロ
一
・
百
］
の
。
（
目
目
コ
ヨ
頤
目
９
Ｋ
．
巨
昼
量
芭
厨

ｅ
両
国
ヨ
ら
・
要
晋
の
『
目
巨
８
号
ご
営
舎
、
園
冒
シ
ロ
勺
の
》
］
ｇ
①
七
・
画
・

週
、
白
岩
一
彦
「
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
高
等
教
育
」
「
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
」
第
四
六
二
号
、

一
九
八
九
年
七
月
、
二
一
頁
。

皿
、
文
部
大
臣
官
房
調
査
統
計
課
編
訳
「
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
教
育
」
文
部
省
（
日
本

政
府
）
、
’
九
七
九
年
、
六
七
頁
。

妬
、
最
近
、
チ
ャ
ー
ル
ズ
・
ス
タ
ー
ト
大
学
は
募
集
人
員
三
○
○
名
で
国
内
最
大
の
神

学
部
を
設
立
し
、
学
生
募
集
を
開
始
し
た
。
し
か
し
、
神
学
部
の
学
生
数
は
過
去
五

年
間
で
九
四
人
か
ら
一
八
九
人
に
増
加
し
た
と
す
る
も
の
の
、
四
、
○
○
○
人
前
後
い

る
と
さ
れ
る
神
学
生
の
殆
ど
は
民
間
の
カ
レ
ッ
ジ
の
学
生
だ
と
さ
れ
る
（
ご
自
困
困

言
筐
（
の
『
》
一
（
西
ご
穴
の
①
ロ
、
酋
昏
閉
昏
の
。
一
・
四
１
②
①
の
一
》
。
］
の
シ
巨
骨
昌
目
・
画
］
目
の
］
＄
Ｐ
）
。

胆
、
一
言
う
ま
で
も
な
く
「
サ
ー
ビ
ス
・
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」
は
日
本
の
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド

の
こ
と
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
文
字
通
り
産
業
界
や
政
府
の
要
請
に
応
え
て
サ
ー
ビ
ス
を

提
供
す
る
基
地
と
い
う
意
味
と
、
日
本
の
駅
弁
大
学
券
兼
ね
た
意
味
合
い
で
使
わ
れ
て

い
た
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
以
下
を
参
照
の
こ
と
。
ど
自
国
胃
・
貨
饅
爵
ご
ｑ
・
「
圭
吊

吋
昌
自
国
昔
日
号
。
、
（
冒
す
ａ
ご
己
急
風
□
で
『
の
冊
・
言
の
一
宮
色
目
の
．
ご
函
Ｐ
Ｃ
宮
ご
后
『
］
Ｐ

冒
己
目
］
且
冤
弓
・
函
ｇ
俸
圏
、
．

Ⅳ
、
ロ
豊
丘
三
島
・
巳
・
一
両
の
§
房
冒
、
夢
の
目
一
息
「
⑪
身
。
の
弓
の
の
。
］
の
己
『
・
量
の
『
Ｃ
『

亘
瞥
の
『
の
ｇ
８
丘
・
貝
。
］
の
ど
】
骨
農
目
奥
己
の
１
目
８
－
．
詮
］
＆
田
旨
負
召
国
陣
冒
８
，

冨
頁
三
○
・
四
．
言
］
』
『
』
§
・

肥
、
こ
の
間
に
お
け
る
高
等
教
育
制
度
改
革
の
概
略
に
つ
い
て
は
、
マ
ホ
ニ
ー
の
前
掲
論

文
を
参
照
さ
れ
た
い
。

四
、
お
そ
ら
く
設
立
の
起
源
を
い
つ
に
求
め
る
か
等
の
歴
史
的
な
経
緯
か
ら
、
大
学
に
よ

っ
て
は
資
料
に
よ
っ
て
設
立
年
が
異
な
る
場
合
が
あ
る
。
ま
た
、
そ
も
そ
も
資
料
に
よ

っ
て
大
学
の
数
が
遮
っ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
前
掲
の
雇
用
教
育
訓
練
省
（
Ｄ
Ｅ
Ｅ
Ｔ

Ｙ
Ａ
）
一
九
九
六
年
の
資
料
を
利
用
し
た
。

別
、
連
邦
大
学
副
学
長
会
声
巨
骨
昌
目
急
８
６
声
目
、
巴
・
厨
－
０
．
日
目
牙
の
‐
雲
「
○
○
）

の
資
料
で
は
、
連
邦
政
府
が
財
政
補
助
し
て
い
る
公
立
大
学
は
三
六
と
な
っ
て
い
る

（
シ
ご
Ｃ
○
一
巨
己
ご
；
ご
園
ｎ
Ｆ
］
彊
鱒
ど
］
骨
昌
目
ご
己
冨
風
丘
の
の
一
』
①
＄
）
。
こ
れ
に
は
、

こ
こ
で
触
れ
た
カ
レ
ッ
ジ
が
含
ま
れ
て
い
な
い
も
の
と
思
わ
れ
る
。

皿
、
こ
こ
で
い
う
私
立
大
学
二
校
の
中
に
は
一
九
九
九
年
一
月
、
ノ
ー
フ
ォ
ー
ク
島
で
設

立
さ
れ
た
通
信
教
育
中
心
の
グ
リ
ニ
ッ
チ
大
学
は
含
ま
れ
て
い
な
い
。
規
制
緩
和
の
流

れ
の
中
で
私
立
大
学
の
設
立
を
奨
励
し
、
こ
れ
を
「
認
可
」
し
た
と
さ
れ
る
連
邦
政
府

と
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
内
容
か
ら
し
て
「
大
学
」
の
設
置
基
準
に
達
し
な
い
と
し
て
政
府

の
「
認
可
」
に
墨
を
唱
え
る
連
邦
副
学
長
会
が
対
立
し
て
い
る
Ｓ
Ｃ
Ｂ
弓
『
Ｅ
ご
瞬
俸
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3０ 

］
目
①
囚
ｏ
冨
己
の
Ｃ
二
・
一
○
局
の
貝
己
呂
さ
日
日
＆
豈
一
》
国
扁
曾
の
同
忌
目
・
巴
冨
四
目
夛
」
９
℃
・
）
。

ま
た
、
最
近
連
邦
政
府
は
私
立
の
ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
大
学
に
直
補
助
金
を
出
す
決
定
を
し

た
ｅ
・
巴
ご
頤
一
勺
１
扇
冨
古
色
ワ
一
一
・
旨
且
旨
に
日
寓
昏
の
三
昌
Ｓ
項
）
一
雪
国
〕
の
ど
勗
宮
島
貫
」
『

ｚ
９
両
ロ
号
の
『
員
あ
・
）
。
公
立
大
学
へ
の
補
助
金
券
剛
》
減
す
る
一
方
で
私
立
大
学
へ
の
補

助
も
認
め
、
そ
れ
に
よ
っ
て
公
立
大
学
に
も
競
争
原
理
を
導
入
し
、
い
っ
そ
う
の
規
制

緩
和
稚
潅
』
を
打
ち
出
し
た
も
の
と
言
え
よ
う
。

翅
、
前
掲
「
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
教
育
」
八
○
頁
を
参
照
。

配
、
□
①
已
閂
日
］
の
貝
。
『
国
］
ｐ
８
区
○
口
百
国
旨
ご
噸
目
・
尽
旨
ｇ
シ
団
肘
ｅ
国
民
乙
・
酔
奇
§
旦

餌
狩
弓
国
囚
昔
日
昌
冒
、
ざ
自
吊
、
蜀
房
冨
邸
涙
這
司
Ｃ
の
８
ヨ
ヶ
の
『
】
忠
函
・

型
、
○
回
Ｃ
Ｄ
Ｃ
の
二
吋
の
す
『
図
巨
８
廓
呂
巴
幻
の
用
臼
＆
自
己
目
９
且
】
Ｃ
ロ
］
ｇ
Ｐ
囚
旨
＆
耳
冒

四
日
廻
自
６
○
面
Ｃ
Ｃ
ｓ
ｓ
３
日
興
ｇ
ｏ
目
亘
口
同
コ
ン
ヨ
函
曾
円
目
ロ
日
日
再

勲
冒
。
割
ず
『
＆
巴
鎮
）
や
Ｓ
凶
ご
】
国
計
ロ
ミ
貝
員
冨
胃
＆
］
ｇ
Ｐ
己
・
Ｐ
た
だ
し
、
こ
の
統
計

で
は
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
加
盟
国
の
う
ち
イ
ギ
リ
ス
、
フ
ラ
ン
ス
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
等
数
カ
国
が

除
外
さ
れ
て
い
る
。

妬
、
ロ
ロ
同
国
シ
罠
同
。
”
】
ず
貝
Ｃ
屋
の
、
ヨ
ヨ
の
エ
コ
の
二
局
忌
旦
】
震
這
弓
，
蝕
卜
・

那
、
ロ
両
国
員
シ
出
狩
雪
国
、
国
巨
日
日
冒
陸
屋
号
国
同
国
ヨ
の
牌
丘
〔
箆
出
息
口
昌
ご
局
８
日
色
ご

】
９
ｍ
目
。
□
口
昌
鈩
浬
屋
号
冒
酎
南
訂
監
日
冒
自
己
』
彊
淳
酔
烏
、
蔚
旦
函
崎
弓
国
国
旨
、
甲

冨
冒
の
厨
房
口
８
章
冒
四
』
の
巨
沼
Ｐ

〃
、
前
掲
Ｃ
国
巨
シ
陣
屋
＆
国
厨
南
鳶
農
ヨ
ヨ
臼
ご
属
這

犯
、
ア
ラ
ン
・
バ
ー
カ
ン
の
前
掲
轡
一
一
一
九
三
頁
。

豹
、
』
ｇ
宮
島
自
国
Ｅ
『
田
巨
。
｛
陣
呂
呂
８
．
］
題
弓
さ
＆
§
辱
閏
＆
。
（
鼻
澤
５
口
巳
酎
も
。
ｇ
・

釦
、
前
掲
、
一
九
九
九
年
三
月
の
Ｄ
Ｅ
Ｔ
Ｙ
Ａ
報
告
書
が
引
用
〈
三
頁
）
す
る
Ｏ
Ｅ
Ｃ

Ｄ
統
計
。
た
だ
し
、
こ
こ
で
も
日
本
や
イ
タ
リ
ア
を
含
む
数
カ
国
が
除
外
さ
れ
て
い
る
。

皿
、
前
掲
Ｃ
同
国
ロ
シ
臣
瞥
の
禺
冒
８
号
。
の
曰
・
の
二
口
『
一
ョ
の
酔
嵐
の
の
・

躯
、
前
掲
Ｄ
Ｅ
Ｅ
Ｔ
Ｙ
Ａ
一
九
九
六
年
資
料
五
頁
。

羽
、
富
、
岳
の
三
ｍ
己
の
。
Ｂ
『
電
一
ご
曰
⑪
の
ご
庁
『
Ｇ
Ｂ
Ｃ
１
日
８
－
白
弓
の
ど
届
可
呂
目
》
圏
Ｃ
ｎ
Ｓ
ｓ
の
『

］
○
℃
函
・

弧
、
二
・
ｇ
の
。
Ｓ
『
・
一
国
ｓ
ｏ
弓
言
ご
ざ
『
国
自
負
ロ
ゴ
の
シ
臣
⑩
可
島
目
『
図
ロ
の
８
ヨ
ウ
の
『
］
＄
函
・

弱
、
前
掲
、
Ａ
Ｅ
Ｉ
の
資
料
九
頁
。

妬
、
人
事
統
計
に
つ
い
て
は
、
主
と
し
て
以
下
の
二
つ
を
利
用
し
た
。
Ｃ
同
ヨ
エ
・
の
国
電

ｇ
鷺
顛
詩
・
且
雷
客
国
目
巨
日
耳
冒
の
冒
房
ご
Ｇ
ｚ
・
急
ヨ
ウ
円
Ｓ
ｇ
ｇ
』
□
因
皀
凄

牌
帯
・
§
寓
召
の
「
国
昔
日
昌
冒
駕
愚
些
画
時
；
』
彊
輿
］
ｇ
ｇ
ｇ
］
ｇ
車
・
本
稿
の
執
筆

時
点
で
、
一
九
九
九
年
度
の
統
計
は
中
間
報
告
し
か
利
用
で
き
な
か
っ
た
た
め
、
内

容
に
は
制
約
が
あ
る
。
断
り
が
な
い
限
り
、
人
事
統
計
に
つ
い
て
は
こ
れ
ら
二
つ
の
統

計
に
よ
る
。

Ｗ
、
こ
こ
で
い
う
「
助
教
授
」
は
シ
閉
Ｃ
ａ
ｍ
厨
己
『
◎
薇
の
⑰
。
『
の
訳
で
あ
る
。
ア
メ
リ
カ
の
制

度
と
の
比
較
を
考
え
る
場
合
は
シ
冊
一
の
国
］
目
『
ｏ
蔚
呂
『
と
区
別
す
る
た
め
、
通
例
に
し

た
が
っ
て
「
準
教
授
」
と
す
べ
き
で
あ
ろ
う
が
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
は
ア
シ
ス
タ
ン

ト
・
プ
ロ
フ
ェ
ッ
サ
ー
の
呼
称
は
な
い
。
こ
こ
で
は
日
本
の
呼
称
に
合
わ
せ
て
「
助
教

授
」
と
し
て
お
く
。
ま
た
、
イ
ギ
リ
ス
の
伝
統
を
継
ぐ
リ
ー
ダ
ー
〈
評
己
の
ユ
と
い
う

助
教
授
に
相
当
す
る
職
位
も
あ
る
が
、
数
は
少
な
く
、
統
計
上
も
独
立
し
た
カ
テ
ゴ
リ

ー
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
な
い
。
助
教
授
以
上
層
に
含
ま
れ
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

記
、
前
掲
Ｄ
Ｅ
Ｅ
Ｔ
Ｙ
Ａ
一
九
九
六
年
資
料
七
頁
。

鋤
、
国
閂
目
シ
の
房
の
豈
目
》
官
罰
ロ
・
ず
い
Ｃ
艮
伜
Ｄ
Ｃ
目
鳥
・
の
目
冒
』
８
号
員
号
智
国
鄭
漏

冒
莨
日
昌
冒
の
ミ
ユ
円
［
房
§
且
園
冨
冒
侍
直
島
罫
冒
す
「
き
め
鷺
島
国
尽
弓
吊
勗
罵
砂

□
回
国
ヨ
ン
・
己
貫
己
・
常
こ
の
比
率
は
年
々
上
昇
し
て
き
て
お
り
、
現
在
は
も
っ
と
高

く
な
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
先
に
も
触
れ
た
、
戦
後
研
究
大
学
と
し
て
連
邦
政
府
に

よ
っ
て
設
立
さ
れ
た
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
国
立
大
学
は
例
外
二
九
九
九
年
の
教
員
に
占

め
る
研
究
員
比
率
は
七
三
％
１
以
下
同
じ
）
と
し
て
も
、
ク
イ
ー
ン
ズ
ラ
ン
ド
大
学

（
四
六
・
一
％
）
、
西
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
大
学
（
四
一
・
二
％
）
、
ア
デ
レ
ー
ド
大
学

（
三
七
・
九
％
）
、
メ
ル
ボ
ル
ン
大
学
（
三
六
・
八
％
）
と
い
ず
れ
も
そ
の
比
率
は
非

常
に
高
い
。

釦
、
前
掲
シ
ー
ハ
ン
等
の
一
九
九
七
年
資
料
頁
。

虹
、
連
邦
政
府
教
育
訓
練
省
の
統
計
に
は
教
授
・
助
教
授
が
助
教
授
以
上
と
し
て
一
括

し
て
扱
わ
れ
て
い
る
た
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
構
成
比
は
明
ら
か
で
な
い
。
そ
こ
で
一
例
と

し
て
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
大
学
の
中
で
教
噸
員
数
が
最
も
多
く
、
か
つ
最
も
歴
史
の

古
い
シ
ド
ニ
ー
大
学
の
一
九
九
八
年
の
職
員
統
計
を
見
て
み
た
と
こ
ろ
、
助
教
授
が
全

体
の
一
四
％
、
教
授
以
上
が
一
一
％
と
な
っ
て
い
た
（
弓
の
ご
昌
蔚
風
ｑ
Ｃ
『
響
目
呉

津
島
豊
８
］
ｇ
Ｐ
已
・
圏
・
）
。

蝿
、
テ
ニ
ュ
ア
の
定
訳
は
な
く
、
通
常
「
終
身
在
職
権
」
「
身
分
保
障
」
「
在
職
期
間
」
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等
と
訳
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
、
い
ず
れ
も
テ
ニ
ュ
ァ
の
実
態
を
正
確
に

伝
え
て
い
る
と
は
言
い
難
く
、
ま
た
「
テ
ニ
ュ
ア
」
と
い
う
用
語
そ
れ
自
体
が
、
日
本

で
も
大
学
関
係
者
の
間
で
は
定
着
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
こ
で
も
「
テ
ニ
ュ
ァ
」
と

し
て
お
く
。

⑬
、
こ
の
よ
う
な
事
情
に
つ
い
て
は
以
下
を
参
照
の
こ
と
。
。
『
呂
四
ョ
の
ョ
一
三
》
一
弓
の

『
の
、
已
呂
。
。
◎
ず
８
口
四
日
ｏ
の
日
已
』
＆
日
の
目
ゴ
］
：
閏
自
己
ロ
『
の
⑩
の
ロ
ー
国
吊
圭
扇
日
島
冒

ロ
ヨ
ロ
臥
房
、
一
顧
鳥
員
二
）
一
・
韻
》
ｚ
Ｐ
］
・
］
①
ｇ
・

“
、
た
と
え
ば
タ
ス
マ
ニ
ア
大
学
で
は
企
業
別
協
定
（
ロ
ゴ
冨
目
１
の
①
シ
四
用
ョ
の
具
）
の
な

か
で
、
原
則
と
し
て
教
授
へ
の
内
部
昇
進
は
な
い
も
の
と
し
、
た
だ
例
外
的
に
、
あ
る

者
（
講
師
、
上
級
講
師
あ
る
い
は
助
教
授
）
が
他
大
学
の
教
授
職
の
公
募
に
応
募
し

て
採
用
が
内
定
し
、
大
学
が
こ
の
者
を
引
き
留
め
た
い
と
判
断
し
た
場
合
に
は
、
こ
れ

を
教
授
に
昇
進
さ
せ
る
こ
と
が
で
萱
る
、
と
し
て
い
る
〈
己
己
后
旦
亘
。
｛
『
鼠
ョ
自
国
》

シ
Ｂ
二
国
昌
・
の
冨
巴
債
忌
の
ョ
の
口
巨
ｇ
『
と
Ｐ
函
言
）
１
－
】
⑪
麗
右
・
雪
・
）
。
こ
の
よ
う
に
労
使
協

定
の
中
に
文
瞥
化
さ
れ
て
い
る
か
ど
う
か
は
別
に
し
て
も
、
教
授
は
外
部
か
ら
の
公
募

が
原
則
で
、
こ
れ
が
一
般
的
な
実
態
を
示
し
て
い
る
と
考
え
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

妬
、
テ
ニ
ュ
ア
の
法
的
理
解
に
つ
い
て
は
以
下
の
二
箸
を
参
照
さ
れ
た
い
。
の
『
島
国
日
蜀
・

砕
己
貸
勾
』
匡
胃
国
昌
亘
＆
目
目
『
偏
員
国
巨
冒
昌
Ｃ
『
房
、
．
ご
呂
皀
呂
冨
『
一
．
目
已
昌

原
自
前
三
邑
四
Ｓ
ｍ
２
８
ｏ
員
冨
旦
辱
旦
亘
＆
§
§
『
灯
貴
国
員
冨
昌
・
『
ｓ
の
．
】
の
程
．

○
ず
昌
忌
『
←

妬
、
前
掲
、
Ｄ
Ｅ
Ｅ
Ｔ
一
九
九
三
年
資
料
一
四
一
頁
。

〃
、
有
期
契
約
者
は
日
本
的
に
い
え
ば
「
任
期
制
教
員
」
の
こ
と
で
あ
る
。

蛆
、
教
育
訓
練
省
の
統
計
の
説
明
に
よ
る
と
、
「
そ
の
他
」
に
は
「
期
間
の
定
め
の
な
い
」

（
自
昌
⑩
己
の
島
の
。
固
の
国
呂
。
［
耳
口
の
）
契
約
や
「
通
知
が
あ
る
ま
で
」
（
目
感
一
旨
『
房
田

口
Ｃ
骨
の
）
等
の
契
約
が
含
ま
れ
、
こ
れ
に
は
短
期
雇
用
や
不
定
期
雇
用
だ
け
で
な
く
永

年
〈
己
の
『
ョ
目
の
己
雇
用
も
あ
る
と
し
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
れ
に
は
暖
昧
な
契
約
形

態
が
含
ま
れ
て
い
る
と
し
て
組
合
が
大
学
側
に
改
善
を
申
し
入
れ
、
こ
れ
が
受
け
入
れ

ら
れ
た
結
果
、
そ
の
数
は
次
第
に
少
な
く
な
り
、
現
在
で
は
ほ
ん
の
数
校
に
み
ら
れ
る

だ
け
で
、
実
質
的
に
は
殆
ど
利
用
さ
れ
な
く
な
っ
た
。

鯛
、
先
に
述
べ
た
一
九
八
○
年
代
の
テ
ニ
ュ
ァ
保
有
率
と
、
一
九
九
六
年
の
保
有
率
と

は
単
純
比
較
が
で
き
な
い
こ
と
に
注
意
が
必
要
で
あ
る
。
前
者
の
テ
ニ
ュ
ァ
保
有
は

肩
口
日
巴
と
な
っ
て
い
る
の
に
対
し
、
後
者
の
そ
れ
は
汀
目
『
号
－
の
と
な
っ
て
い
る
か
ら

で
あ
る
。
後
者
に
は
す
で
に
テ
ニ
ュ
ア
を
得
て
い
る
者
だ
け
で
な
く
、
そ
れ
を
予
定
し

て
採
用
さ
れ
て
い
る
講
師
も
含
ま
れ
て
い
る
。
し
か
も
従
来
と
は
異
な
っ
て
、
講
師
及

び
そ
れ
以
下
の
職
位
の
者
に
つ
い
て
は
、
採
用
の
初
め
か
ら
テ
ニ
ュ
ァ
付
き
と
い
う
も

の
は
年
々
少
な
く
な
っ
て
き
て
お
り
、
多
く
は
「
講
師
募
集
、
テ
ニ
ュ
ァ
見
込
み

（
冨
目
＆
ご
－
の
）
の
一
一
一
年
契
約
」
と
い
う
よ
う
な
募
集
が
多
く
な
っ
て
、
大
学
は
こ
の
三

年
を
試
用
期
間
と
し
て
利
用
す
る
こ
と
が
一
般
化
し
て
き
て
い
る
。
た
だ
し
、
テ
ニ
ュ

ア
見
込
み
の
有
期
契
約
で
採
用
さ
れ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
実
際
に
は
契
約
が
更
新
さ

れ
ず
、
あ
る
い
は
契
約
は
更
新
さ
れ
た
が
テ
ニ
ュ
ア
は
付
与
さ
れ
な
か
っ
た
、
等
の
者

が
ど
れ
く
ら
い
い
る
か
は
明
ら
か
で
な
い
。

別
、
フ
ル
タ
イ
マ
ー
よ
り
も
労
働
時
間
が
短
い
者
を
「
フ
ラ
ク
シ
ョ
ナ
ル
・
フ
ル
タ
ィ
マ

ー
」
と
呼
ん
で
い
る
。
実
質
的
に
は
パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
と
同
じ
で
あ
る
が
、
オ
ー
ス
ト

ラ
リ
ア
の
統
計
上
の
呼
称
に
し
た
が
っ
て
、
こ
こ
で
は
フ
ラ
ク
シ
ョ
ナ
ル
・
フ
ル
タ
ィ

マ
ー
（
Ｆ
Ｆ
Ｔ
）
と
し
て
お
く
。

別
、
カ
ジ
ュ
ア
ル
は
「
短
期
雇
用
者
」
あ
る
い
は
「
不
定
期
雇
用
者
」
の
こ
と
で
あ
る

が
、
パ
ー
ト
と
区
別
す
る
た
め
に
こ
こ
で
は
「
カ
ジ
ュ
ア
ル
」
の
ま
ま
に
し
て
お
く
。

記
、
フ
ル
タ
イ
ム
、
パ
ー
ト
タ
イ
ム
、
カ
ジ
ュ
ア
ル
の
違
い
と
、
日
本
の
制
度
と
の
異
同

の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
前
掲
の
拙
稿
を
参
照
さ
れ
た
い
。

鍋
、
こ
の
よ
う
な
透
明
性
に
欠
け
る
旧
来
的
な
雇
用
慣
行
の
一
端
に
つ
い
て
は
以
下
を
参

照
の
こ
と
。
三
』
、
目
の
］
国
己
の
．
酔
声
国
○
且
］
回
日
陣
冨
目
冒
で
受
己
自
．
、
Ｅ
冨
堵
＆
＆
の

冨
白
｝
＆
煽
り
冒
＆
耳
冒
ｍ
ａ
Ｑ
閉
口
巴
ェ
８
（
計
ョ
司
画
ヨ
ミ
＆
命
①
ｍ
ｇ
ｓ
の
ロ
冒
囚
臥
々
。
「

Ｚ
⑯
言
幻
冒
忌
二
算
出
『
輿
）
９
巴
宅
＆
旦
宛
の
⑰
の
閏
＆
（
卍
ロ
ゴ
の
己
昌
急
劇
一
口
・
皀
の
三
野
昌
昏

三
巴
の
、
》
』
９
画
・
日
己
Ｄ
Ｂ
胃
一
竜
胃
弓
・
単
令
弓
・

別
、
教
職
員
組
合
と
大
学
院
生
全
国
会
議
（
Ｃ
Ａ
Ｐ
Ａ
）
は
大
学
院
生
の
ア
ル
バ
イ
ト

状
況
の
実
態
を
把
握
す
る
た
め
に
、
対
象
を
三
大
学
（
タ
ス
マ
ニ
ァ
大
学
、
ク
ィ
ー
ン

ズ
ラ
ン
ド
大
学
、
南
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
大
学
）
に
絞
っ
て
調
査
を
実
施
し
、
有
期
雇
用

や
パ
ー
ト
、
カ
ジ
ュ
ア
ル
雇
用
の
拡
大
に
注
意
券
蝉
〈
起
し
て
い
る
（
三
島
８
巴
国
ｗ
己
凹
旦

岸
固
巨
Ｂ
ｐ
Ｃ
ｐ
ご
己
○
ロ
ヘ
Ｄ
ｏ
ｇ
巳
。
【
シ
ロ
の
口
堅
一
目
ｓ
ｏ
の
侭
田
冒
鳥
（
扇
９
９
畳
Ｃ
鼠
」
軍
）
切
予

ロ
国
旦
昌
冨
、
一
○
巳
へ
計
ｓ
［
言
ご
国
璽
ｑ
国
『
ご
冒
冒
ご
囚
】
←
］
ｇ
『
・
）
。

弱
、
ア
メ
リ
カ
に
つ
い
て
は
井
上
輝
子
・
江
原
由
美
子
編
「
女
性
の
デ
ー
タ
ブ
ッ
ク
（
第
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６４６３ 

月、た、

昂量’：主

Ｉ
 

弱
、
シ
こ
●
○
ご
［
の
＆
ロ
宛
の
一
の
へ
筋
の
》
一
団
ご
日
。
耳
］
、
諄
「
Ｃ
ョ
の
二
目
ご
勺
『
◎
討
服
○
ユ
】
函
］
口
々
Ｓ
ｇ
・

印
、
前
掲
文
部
省
「
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
教
育
」
八
四
頁
。

⑪
、
以
下
の
政
府
報
告
書
は
、
大
学
院
卒
業
生
に
占
め
る
女
性
の
比
率
が
高
く
な
っ
て

き
て
い
る
こ
と
か
ら
、
大
学
教
員
に
占
め
る
女
性
比
率
は
今
後
も
さ
ら
に
上
昇
し
て
い

く
も
の
と
見
て
い
る
。
□
因
昌
彦
己
己
く
の
『
巴
々
の
国
臼
＠
＄
ご
］
＄
画
一
出
一
瞥
の
Ｈ
両
目
・
中

ロ
○
．
酔
嵐
の
⑪
．
宛
ｇ
ｏ
ヨ
ヱ
。
・
圏
」
戸
日
の
】
ｇ
Ｐ
ご
ロ
．
ｍ
か
・

館
、
一
四
カ
国
の
国
際
比
較
で
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
大
学
教
員
の
移
動
率
は
オ
ラ
ン
ダ

と
香
港
に
つ
い
で
三
番
目
に
高
か
っ
た
。
ち
な
み
に
日
本
は
ロ
シ
ア
に
次
い
で
二
番
目

に
低
か
っ
た
（
有
本
章
・
江
原
武
一
編
箸
「
大
学
教
授
職
の
国
際
比
較
」
玉
川
大
学

出
版
部
、
一
九
九
六
年
、
’
九
一
頁
）
。

岡
、
大
学
教
員
の
解
雇
等
の
具
体
的
な
状
況
に
つ
い
て
は
、
前
掲
の
拙
稿
存
参
照
さ
れ

町
、
先
に
も
触
れ
た
よ
う
に
、
教
育
訓
練
省
の
統
計
に
は
助
教
授
、
教
授
の
区
別
が
な

い
。
そ
こ
で
、
こ
れ
に
つ
い
て
も
一
例
と
し
て
シ
ド
ニ
ー
大
学
の
場
合
を
見
て
み
る
と
、

助
教
授
、
教
授
に
占
め
る
女
性
比
率
は
そ
れ
ぞ
れ
二
三
・
○
％
、
一
四
・
○
％
と
な

っ
て
い
た
。
全
国
平
均
よ
り
か
な
り
高
い
と
推
測
さ
れ
る
。
し
か
も
こ
の
比
率
は
シ
ド

ニ
ー
大
学
で
年
々
着
実
に
上
昇
し
て
き
て
い
る
。

詔
、
一
言
う
ま
で
も
な
く
、
英
語
圏
諸
国
の
大
学
の
副
学
長
は
日
本
の
学
長
や
総
長
に
相

当
す
る
。
学
長
（
○
ご
目
８
号
『
）
は
単
な
る
名
誉
職
で
、
何
ら
の
権
限
も
持
っ
て
い
な

３
。

弱
、
た
だ
し
、
こ
の
比
較
に
あ
た
っ
て
は
、
日
本
の
よ
う
に
女
子
大
や
女
子
学
生
が
圧
倒

的
多
数
を
占
め
る
短
大
が
多
く
存
在
す
る
場
合
、
注
意
が
必
要
で
あ
ろ
う
。
念
の
た
め

に
付
一
富
す
る
と
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
女
子
大
は
存
在
せ
ず
、
す
べ
て
が
男
女
共
学
校

と
な
っ
て
い
る
。

編
著

よ
る
。

二
版
巨
有
斐
閣
、
一
九
九
五
年
、
一
四
一
頁
に
、
そ
の
他
に
つ
い
て
は
坂
東
喚
理
子

縞
著
「
日
本
の
女
性
デ
ー
タ
バ
ン
ク
」
大
蔵
省
印
刷
局
、
一
九
九
八
年
、
三
五
頁
に

高
木
英
明
「
ア
メ
リ
カ
大
学
の
テ
ニ
ュ
ァ
制
度
」
「
Ｉ
Ｄ
Ｅ
」
一
九
九
六
年
二
・
一
一
一
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